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広報おおいそ　平成20年（2008年）4月 2

　三好町長は２月２１日の町議会本会議において、平成２０年
度の施政方針演説を行い、大磯を元気にするために、社会
環境の変化や町民ニーズを踏まえ、「簡素で効率的な機能
を持った行政」を目指して、大磯町の第四次総合計画に着
実に取り組むとともに、その基盤となる行財政改革を一層
推進するとの考えを表明しました。 
　施政方針の全文は、町民情報コーナー、町ホームページ
で閲覧できます。 

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
　
　
　
　
　
（
抜
粋
） 

平成２０年度 施 政 方 針 施 政 方 針 

◎問い合わせ　企画室　☎内線２０５ 

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
地

方
分
権
推
進
計
画
の
内
容
に
基
づ
き
取
り

ま
と
め
ら
れ
た「
地
方
分
権
一
括
法
」が
施

行
さ
れ
て
以
来
、「
地
方
税
財
政
制
度
改

革
」
い
わ
ゆ
る
三
位
一
体
の
改
革
や
、「
地

方
分
権
改
革
推
進
法
」
が
施
行
さ
れ
、
明

治
維
新
や
戦
後
改
革
に
次
ぐ
「
第
三
の
改

革
」
と
も
言
わ
れ
る
大
き
な
変
革
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
は

「
自
ら
の
地
域
の
こ
と
は
自
ら
の
意
志
で

決
定
し
、
そ
の
財
源
・
権
限
と
責
任
も
自 

ら
が
持
つ
」
と
い
う〝
地
域
主
権
型
社
会
〞 

へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
こ
と
は
、
人
材
や
財
政
力
の
豊
富

な
自
治
体
に
お
き
ま
し
て
は
、
裁
量
権
の

拡
大
等
に
よ
り
地
域
の
実
状
に
応
じ
た
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
小
規
模
な
自
治
体
、
財
政
基
盤
の
弱

い
自
治
体
等
で
は
、
今
後
住
民
福
祉
の
後

退
や
財
政
破
綻
の
危
険
性
が
増
す
な
ど
大

変
厳
し
い
状
況
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
地
方
分
権
の
流
れ
に
対
処
す
る

た
め
、
第
３
次
行
政
改
革
の
も
と
財
政
健

全
化
計
画
や
職
員
定
員
適
正
化
計
画
等
を

策
定
し
、
自
立
し
た
行
財
政
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
団
塊
世
代
の
退
職
や
少
子
高

齢
化
に
よ
る
勤
労
世
帯
の
減
少
は
現
実
の

も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
う
え
、
個
人
住
民

税
の
減
収
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
等
特
別

会
計
事
業
へ
の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

は
、
引
き
続
き
増
加
傾
向
に
あ
り
、
町
行

財
政
運
営
へ
の
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
平
成
20
年
度
は
大
磯

を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
社
会
環
境
の
変

化
や
町
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
「
簡
素
で

効
率
的
な
機
能
を
持
っ
た
行
政
」
を
目
指

し
て
、
大
磯
町
の
第
四
次
総
合
計
画
に
着

実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
そ
の
基
盤
と

な
る
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
す
る
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
予
算
規
模
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
財
政

健
全
化
の
基
本
方
針
に
沿
っ
た
取
り
組
み

を
進
め
、
全
体
と
し
て
抑
制
型
予
算
と
し

つ
つ
、
重
点
施
策
の
選
択
に
努
め
そ
れ
ら

施
策
、
事
業
を
着
実
に
推
進
す
る
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。 

　
一
般
会
計
で
は
、
80
億
６
，２
０
０
万

円
で
、
特
別
会
計
５
会
計
を
加
え
た
予
算

総
額
は
162
億
１
，２
０
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

　
重
点
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、「
地
震

防
災
対
策
の
推
進
」、「
治
安
向
上
に
向
け

た
取
組
」、「
保
険
、
医
療
、
福
祉
を
担
う

人
材
の
確
保
」、「
子
育
て
支
援
の
充
実
」、

「
高
齢
者
、
障
害
者
福
祉
の
推
進
」
な
ど

『
町
民
生
活
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る

施
策
』。 

　
ま
た
、「
西
部
地
区
の
都
市
基
盤
整
備

の
推
進
」、「
公
共
下
水
道
事
業
の
推
進
」、

「
観
光
事
業
の
推
進
」、「
生
活
交
通
対
策

の
促
進
」
な
ど
『
地
域
の
活
力
を
増
進
す

る
施
策
』。 

　
ま
た
、「
教
育
施
設
の
整
備
、
推
進
」、

「
小
学
校
１
年
生
の
35
人
学
級
編
制
の
実

施
」、「
教
育
指
導
や
教
育
相
談
の
充
実
」

な
ど
『
良
好
な
教
育
環
境
を
確
保
す
る
施

策
』。 

　
そ
し
て
、「
ご
み
処
理
広
域
化
の
推
進
」、

「
食
育
の
推
進
」、
な
ど
『
当
面
す
る
課
題

に
的
確
に
対
応
す
る
施
策
』
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

　
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
職
員
数
削
減
の
継
続
的
な
取
り
組

み
」、「
事
業
仕
分
け
の
実
施
」、「
民
間
活

力
の
活
用
」、「
窓
口
延
長
日
の
拡
充
」、
な

ど
『
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
』
を
行
う
と
と

も
に
、「
高
利
率
の
町
債
の
借
り
換
え
」
な

ど
『
財
政
健
全
化
の
基
本
方
針
』
に
沿
っ

た
取
り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
就
任
２
年
目
と
な
る
新
年
度
は
町
の
重

要
課
題
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
成
果
を
反
映
し
、
〝
元

気
な
大
磯
〞
の
実
現
に
向
け
て
本
格
的
に

取
り
組
む
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

　
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
、「
元
気
な
大
磯
」
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
行
政
手
法
を
見

直
す
と
と
も
に
機
構
改
革
を
実
施
し
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
行
政
改
革
を
す
す
め
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
町
民
の
皆
様
と
の
「
協

働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
何
よ
り
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
様
、
及
び
議
員
各
位
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
平
成
20
年
度
の
施
政
方
針
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

た
ん 

ぐ 
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平成20年度の主な事業 

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現のために 

安全で安心なあたたかみのあるまちづくり 
災害用マンホールトイレ購入 250千円 
小型動力ポンプ付積載車購入事業（第12分団消防ポンプ自動車） 8,885千円 
水槽付消防ポンプ自動車購入事業 48,213千円 
水難救助艇格納庫設置事業 2,175千円 
防災備蓄品の充実 1,600千円 
防災行政無線更新事業（H19年度～H20年度継続事業） 89,777千円 
木造住宅耐震診断補助金 400千円 
消防緊急通信指令装置借上事業 30,712千円 
大磯保育園の民営化  
小児医療費助成事業（小学1年生まで拡充） 43,502千円 
（仮称）子育て支援総合センター整備事業 7,503千円 
放課後子ども教室事業 1,720千円 
子育て支援事業(子育て支援ｾﾝﾀｰ運営経費） 9,211千円 
児童手当・児童扶養手当事業 179,601千円 
敬老事業（敬老祝商品券の支給など） 14,013千円 
特定不妊治療費助成金 300千円 
妊婦歯科健診 90千円 
妊産婦健診の充実（２回を５回に増） 8,446千円 
救急医療事業 15,626千円 
健康増進事業（がん検診、高脂血症、糖尿病予防含む） 43,680千円 
特定健康診査事業（国民健康保険事業） 19,701千円 
特定保健指導事業（国民健康保険事業） 3,431千円 
生活機能評価事業（介護保険事業） 12,474千円 
障害者医療費助成事業 127,347千円 
障害者自立支援給付事業 234,382千円 
障害者地域生活支援事業（障害者福祉計画改定含む） 38,623千円 
高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画進行管理事業 2,404千円 
在宅介護支援事業 10,061千円 
筋力向上事業（介護保険事業） 2,509千円 
認知症予防教室（介護保険事業） 574千円 
国民健康保険事業特別会計繰出金 427,819千円 
老人保健特別会計繰出金 29,237千円 
後期高齢者医療特別会計繰出金 280,110千円 
介護保険事業特別会計繰出金 295,257千円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
月京会館建設 83,078千円 
大磯町まちづくりアンケート調査委託料 1,200千円 
電子入札システム運用委託料 2,570千円 
県市町村電子自治体共同運営委託料 2,305千円 
高利率の町債（下水道債）の借換  

11
新 
新 
新 
新 

新 
新 
新 
新 

新 
新 

新 
新 
新 

新 

町民の力や知恵が集まるまちづくり 22

人と自然が共生する循環のまちづくり 

指定管理者制度の導入（福祉センター）  
指定管理者制度の導入（運動公園）  
大磯保育園の民営化（再掲）  
事業仕分け 60千円 
土地・家屋システム整備事業（H19年度～H20年度継続事業） 26,700千円 
窓口延長日の拡充 
  
 
 
大磯港みなとまちづくり交付金 100千円 
既設公園改修事業 3,700千円 
松くい虫被害対策自主事業 3,017千円 
美化推進事業 5,576千円 
公共下水道整備事業（※一般会計繰出金464,219千円） 1,160,828千円 
し尿処理施設維持整備事業（広域化への準備） 48,000千円 
平塚大磯ブロックごみ処理広域化分担金 6,913千円 
 
 
 
35人学級編制（小学校1年生）の実施 2,652千円 
学校給食備品整備事業（両小学校に熱風保管庫を増設） 2,400千円 
国府中学校改修事業（耐震改修設計） 11,802千円 
幼稚園施設整備事業（小磯幼稚園耐震改修工事など） 5,678千円 
生涯学習館整備事業（駐車場整備など） 11,400千円 
子ども読書推進事業 707千円 
OISOチャレンジフェスティバル事業 1,566千円 
人権啓発事業 3,474千円 
文化祭開催事業 919千円 
文化財保存整備事業（県指定文化財修理補助） 1,282千円 
町史編さん事業（別編ダイジェスト版ほか） 9,393千円 
 
 
 
パートナーシップ邸園事業補助金 700千円 
旧吉田茂邸保存・活用事業 16,296千円 
景観づくり事業 3,170千円 
富士見地区循環バス運行事業 6,065千円 
大磯駅跨線人道橋整備事業 40,000千円 
国府新宿排水ポンプ改修事業 7,000千円 
国府本郷西小磯１号線整備事業 16,000千円 
生活交通確保対策事業 7,662千円 
狭あい道路整備事業 74,027千円 
旧東海道松並木（大磯高麗１号線）整備事業 14,500千円 
幹線２８号線歩道整備事業 42,660千円 
寺坂本堂地区農道整備事業 6,900千円 
虫窪上飛戸地区農道整備事業 2,400千円 
ふれあい農水産物まつり事業 712千円 
畜産振興事業 1,361千円 
漁業振興運営事業 615千円 
中小企業金融対策資金預託事業 30,000千円 
観光振興対策事業 16,467千円 
旧島崎藤村邸周辺整備事業 24,521千円 新 

新 
新 
新 

新 

新 
新 

新 
新 
新 
新 

新 
新 

新 

新 

新 

新 
新 

33

心豊かな人を育てるまちづくり 

個性と魅力と活力のあるまちづくり 

44

55

町の指針である、第四次総合計画（平成１８年度～平成３２年度）の5つの施策の大綱に基づき、 
平成２０年度の主な事業を分類し、紹介します。 

こ 

▲更新する水槽付き消防ポンプ自動車 



依
存
財源
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歳入 

　
平
成
20
年
度
は
、
第
四
次
総
合
計

画
の
確
実
な
達
成
を
目
指
し
予
算
編

成
を
行
い
ま
し
た
。 

　
歳
入
面
で
は
収
入
の
柱
と
な
る
町

税
の
う
ち
法
人
町
民
税
や
固
定
資
産

税
は
ほ
ぼ
前
年
度
当
初
予
算
額
を
確

保
で
き
る
も
の
の
、
個
人
町
民
税
は

税
制
改
正
に
よ
り
減
額
が
見
込
ま

れ
、
税
収
総
額
で
４
千
９
百
万
円
の

減
額
に
な
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
い
て
、
国
の
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
を
積
極
的
に
活
用
し
歳

入
を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま

す
。 

　
歳
出
面
で
は
、
人
件
費
や
経
常
経

費
の
削
減
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
増
え
続
け
て

お
り
、
一
般
会
計
予
算
総
額
で
18
・

６
％
を
占
め
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
主
な
事
業
は
、
防
災
行
政
無
線
の

整
備
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

の
購
入
、
国
府
中
学
校
耐
震
改
修
な

ど
を
行
い
、
子
育
て
支
援
と
し
て
小

児
医
療
費
助
成
を
小
学
校
１
年
生
ま

で
拡
充
、
妊
産
婦
健
診
の
充
実
、
特

定
不
妊
治
療
費
助
成
の
実
施
、
妊
婦

歯
科
健
診
の
実
施
、
放
課
後
子
ど
も

教
室
事
業
の
実
施
な
ど
、
更
に
公
共

下
水
道
事
業
の
西
部
地
区
整
備
が
本

格
的
に
始
ま
る
な
ど
、
防
災
対
策
、

子
育
て
支
援
策
、
西
部
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
重
点
を
置
い
た
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。 

　　　会 計 名　　　　　　　予 算 額　　  前年度比 

一般会計 ８０億６,２００万円 △５.５％ 
国民健康保険事業特別会計 ３３億３,５００万円 ０.３％ 
老人保健特別会計 ３億７,３００万円 △８７.４％ 
後期高齢者医療特別会計 ５億９,２００万円 皆増 
介護保険事業特別会計 １９億６,５００万円 １.１％ 
下水道事業特別会計 １８億８,５００万円 ３４.１％ 

　　　合　　計 １６２億１,２００万円 △１０.７％ 

 

総額162億1,200万円 総額162億1,200万円 総額162億1,200万円 
～ 一般会計　80億6,200万円 ～ 

会計別予算額 

町民税（個人） ２５億６,５８０万円 
町民税（法人） １億６,３１８万円 
固定資産税 ２４億４,８１４万円 
軽自動車税 ３,０６５万円 
町たばこ税 １億２,１５８万円 
入湯税ほか ４７１万円 

自主財源（自主的に歳入することができる財源） 
町税（５３億３,４０６万円）…町に納められた税金 
繰入金（３億２００万円）…基金（町の貯金）から引き出したお金 
使用料及び手数料（１億６,２１９万円） 
諸収入ほか（３億５,２１０万円） 
 
依存財源（国や県などから交付される財源） 
県支出金（４億３,８２７万円）…県から交付される補助金など 
町債（３億９,５３０円）…町の借金 
国庫支出金（３億６,７９９万円）…国から交付される補助金など 
地方消費税交付金（２億６,５００万円） 
…消費税から一定の割合で交付されるお金 

地方交付税（１億円） 
…国税の一定の割合の額で、地方自治体の財源の不均衡を調整 

　し、財源を保障するためのもので地方の固有財源 

地方特例交付金（５,７６０万円） 
…国の制度によって生じる町の収入減や負担増の補てんとして 

　国から交付されるお金 

地方譲与税ほか（２億８,７４９万円） 
…国税として課税した地方税を市町村などに配分するお金 

 

繰入金 
３.７％ 

使用料 
及び 
手数料 
２.０％ 

　平成２０年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、後期高齢者医療特別会計、介護
保険事業特別会計及び下水道事業特別会計の予算が、平成２０年3月に開催された定例議会で可決されました。
  

諸収入ほか 
４.４％ 

町債町債 
４.９％ 
町債 
４.９％ 

国庫支出金 
４.６％ 

県支出金県支出金 
５.４％ 
県支出金 
５.４％ 

地方消費税交付金 
３.３％ 

地方交付税 
１.２％ 

地方特例交付金  ０.７％ 

町税 
６６.２％ 

地方譲与税ほか 
３.６％ 

※構成比は端数処理の 
　結果、計が符合しな 
　い場合があります。 

平成１９年度　予  算 平成２０年度　予  算 

町
税
の
内
訳 
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歳出 
（性質別） 

歳出の目的別内訳 
　民生費（２２億４,１１３万円） 
　　…保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費 

　総務費（１２億７８５万円） 
　　…住民登録や交通安全対策、選挙などの経費 

　土木費（１０億４６１万円） 
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費 

　衛生費（９億６,５３６万円） 
　　…予防接種やごみ処理などの経費 

　公債費（９億６,１１８万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　教育費（７億７,８５４万円） 
　　…小・中学校や生涯学習などの運営の経費 

　消防費（４億５,７８６万円） 
　　…火災や災害、救急活動などの経費 

　商工費ほか（４億４,５４７万円） 

歳出の性質別内訳 
　義務的経費（支出が義務付けられている経費） 
　人件費（２１億６,５９４万円） 
　　…職員の給与などの経費 

　公債費（９億６,１１８万円） 
　　…町債（町の借金）の返済の経費 

　扶助費（７億５,２９１万円） 
　　…児童手当や高齢者、障害者への助成などの経費 

　投資的経費（支出の効果が資本として残る経費） 
　普通建設事業費（７億２９２万円） 
　　…道路や学校などの公共施設を整備する経費 

　災害復旧費（２５０万円） 
　　…災害時に公共施設などを復旧する経費 

　その他 
　物件費（１５億７０５万円） 
　　…消耗品などの購入や委託料などの消費的経費 

　繰出金（１４億９,６６４万円） 
　　…特別会計へ支出される経費 

　補助費等（３億５１１万円） 
　　…団体等への負担金や補助金 

　貸付金ほか（１億６,７７５万円） 

一般会計・町民一人あたりの予算額 24万5,733円 24万5,733円 
（平成20年3月1日現在の人口32,808人で算定） 

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。 

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。 

人件費 
２６.９％ 

公債費 
１１.９％ 

扶助費 
９.３％ 

繰出金 
１８.６％ 

補助費等 
３.８％ 

貸付金ほか 
２.１％ 

普通建設事業費 
８.７％ 

普通建設事業費 
８.７％ 

投資的経費  
（8.7％） 

民生費 

６８,３１０円 

総務費 

３６,８１６円 

教育費 

２３,７３０円 

衛生費 

２９,４２５円 

その他 

１,４６４円 

消防費 

１３,９５６円 

議会費 

４,１４４円 

商工費 

４,４６１円 

農林水産業費 

２,５３７円 

労働費 

９７２円 

土木費 

３０,６２１円 

公債費 

２９,２９７円 

歳出 
（目的別） 

民生費 
２７.８％ 

総務費 
１５.０％ 

土木費 
１２.５％ 

衛生費 
１２.０％ 

教育費 
９.７％ 

消防費 
５.７％ 

商工費ほか 
５.５％ 

公債費 
１１.９％ 
公債費 
１１.９％ 

そ
の
他（
4
3
.2

％）
義務

的
経
費（
4
8
.1
％

）物件費 
１８.７％ 
物件費 
１８.７％ 
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第
４
次
行
政
改
革
大
綱
が
ま
と
ま
る 

　
昨
年
の
広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
町
で
は
行
政
改
革
の
指

針
と
な
る
行
政
改
革
大
綱
の
改
定
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
度

大
綱
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
略
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
全
文
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場
本
庁
舎
又
は
国
府
支
所
の
町
民
情
報
コ

ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。 

 

大
磯
町
第
４
次
行
政
改
革
大
綱 

（
抜
粋
） 

 

は
じ
め
に 

 

　
平
成
12
年
に
地
方
分
権
一
括
法
が

施
行
さ
れ
て
以
来
、
三
位
一
体
の
改

革
や
地
方
分
権
改
革
推
進
法
等
の
施

行
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
は
徹
底
し

た
行
財
政
改
革
を
進
め
中
央
へ
の
依

存
か
ら
脱
却
し
て
自
ら
の
地
域
の
こ

と
は
自
ら
の
意
志
で
決
定
し
、
そ
の

財
源
・
権
限
と
責
任
を
自
ら
が
持
つ

「
地
域
主
権
型
社
会
」
に
対
応
し
た

行
財
政
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

（
中
略
） 

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
環
境
対

策
等
の
重
要
課
題
に
対
す
る
行
政
負

担
は
ま
す
ま
す
重
く
な
り
、
一
方
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
等
に
よ
り
収

入
の
根
幹
を
な
す
町
税
収
入
の
伸
び

は
今
後
と
も
期
待
出
来
な
い
た
め
、

人
材
・
財
源
の
限
ら
れ
た
本
町
に
お

い
て
、
行
財
政
運
営
は
さ
ら
に
厳
し

さ
を
増
す
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が
、
総
合

計
画
事
業
の
着
実
な
推
進
に
よ
り
、

本
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
紺
碧
の
海

に
緑
の
映
え
る
住
み
よ
い
大
磯
」
を

実
現
し
、〝
元
気
な
大
磯
〞
を
実
現
す

る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
第
４
次
行
政
改
革
大

綱
を
策
定
し
て
引
き
続
き
積
極
的
な

行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
地
域
主
権

型
社
会
に
対
応
し
た
持
続
可
能
な
行

財
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
ま
す
。 

　
平
成
20
年
２
月
12
日 

　
　
　
　
　
大
磯
町
長
　
三
好
正
則 

 

１ 

目
標
期
間 

　
平
成
20
年
度
〜
平
成
22
年
度 

 

　
目
標 

「
地
域
主
権
型
社
会
に
対
応
す
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」 

 

２ 

基
本
事
項 

（
１
）町
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
推
進 

（
２
）町
民
に
開
か
れ
た
透
明
性
の
高

い
行
政
の
推
進 

（
３
）簡
素
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推

進 

　 

３ 

推
進
事
項 

（
１
）町
民
本
位
の
質
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
推
進 

　
　
多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に

対
応
で
き
る
行
政
運
営
に
努
め
、

町
民
の
立
場
に
立
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
推
進
し
ま
す
。 

　
　
①
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
②
行
政
情
報
化
の
推
進 

（
２
）町
民
に
開
か
れ
た
透
明
性
の
高

い
行
政
の
推
進
　 

　
　
地
域
主
権
型
社
会
は
、
町
の
自

己
決
定
、
自
己
責
任
が
大
幅
に
拡

大
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

町
民
と
の
協
働
に
よ
る
施
策
の
展

開
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
町
民
と
の
情
報
の
共
有
や
、

政
策
の
形
成
及
び
そ
の
決
定
過
程

の
透
明
性
向
上
を
図
り
ま
す
。 

　
　
①
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

②
行
政
情
報
の
共
有
化 

（
３
）簡
素
か
つ
効
率
的
な
行
政
の
推

進 

　
　
サ
ー
ビ
ス
精
神
と
経
営
感
覚
に

立
脚
し
、
簡
素
か
つ
効
率
的
に
事

業
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
重
視
す

る
と
と
も
に
、
町
の
実
情
に
応
じ

て
創
意
工
夫
を
講
じ
、
よ
り
総
合

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
施
策
展
開

を
図
り
ま
す
。 

　
　
①
事
務
事
業
の
見
直
し
②
組
織
・

執
行
体
制
の
見
直
し
③
職
員
定
員

及
び
給
与
の
適
正
化
④
人
材
の
育

成
・
確
保
⑤
財
政
の
健
全
化 

 

４ 

実
施
計
画 

　
大
綱
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

推
進
事
項
に
基
づ
く
年
次
別
の
具
体

的
な
取
り
組
み
内
容
を
示
し
た
実
施

計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

　
こ
の
改
革
・
改
善
目
標
は
で
き
る

限
り
数
値
目
標
と
し
、
計
画
内
容
は

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て

町
民
に
分
か
り
や
す
い
方
法
で
公
表

し
ま
す
。 

 

５ 

進
行
管
理 

　
実
施
計
画
は
計
画
的
に
進
行
管
理

を
行
い
、
進
捗
状
況
を
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
町
民
に
公
表

し
ま
す
。 

 

６ 

本
計
画
の
位
置
づ
け 

      

　
行
政
改
革
大
綱
の
策
定
に
あ
た
り
、

町
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
大
磯
町
行

政
改
革
推
進
委
員
会（
成
田
康
昭
委

員
長
）よ
り
、
大
綱（
案
）に
つ
い
て

町
長
に
対
し
、
１
月
31
日
付
で
答
申

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
答
申
書
の
内
容
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
役
場
本
庁
舎
又
は
国
府
支
所

の
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き

ま
す
。 

             

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
５ 

大磯町第四次総合計画 
2006（H18）～2020（H32）年度 大磯町集中改革プラン 

2005（H17）～2009（H21）年度 

大磯町第４次行政改革大網 
2008（H20）～2010（H22）年度 

大磯町定員適正化計画 
2006（H18）～2010（H22）年度 

大磯町人材育成基本方針 
2006（H18）.3

大磯町財政健全化計画 
2006（H18）～2010（H22）年度 

実施計画 
2008（H20）～2010（H22）年度 

▲成田委員長から三好町長へ提出 

大
磯
町
行
政
改
革 

　
推
進
委
員
会
か
ら 

　
　
　
答
申
書
が
提
出 

ち
ょ
く 
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平
成
18
年
11
月
に
着
手
し
た
大
磯

駅
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
が
完
成

し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
２
基
・
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
２
基
を
備
え
た
跨
線
橋
を

新
設
、
駅
構
内
の
ト
イ
レ
は
、
多
機

能
ト
イ
レ
を
含
め
て
建
て
替
え
ら
れ

ま
し
た
。 

　
ま
た
、
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
も
建
て

替
え
ま
し
た
。 

　
工
事
中
は
、
駅
利
用
者
や
周
辺
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
工
事
を
完

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

          

◎
問
い
合
わ
せ 

　
福
祉
課
　
☎
内
線
３
０
２ 

　
町
は
、
レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ

ル
フ
場
を
管
理
す
る
㈱
レ
イ

ク
ウ
ッ
ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
「
災
害
時
に
お
け
る
一

時
避
難
場
所
と
し
て
の
施
設

使
用
に
関
す
る
協
定
」を
締

結
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
協
定
は
、「
大
磯
町

内
に
発
生
し
た
地
震
そ
の
他

に
よ
る
災
害
時
に
お
い
て
、

虫
窪
・
黒
岩
・
西
久
保
地
区

の
町
民
等
が
㈱
レ
イ
ク
ウ
ッ

ド
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
管

理
す
る
運
転
手
控
室
や
駐
車

場
を
一
時
避
難
場
所
と
し
て

使
用
で
き
る
」こ
と
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、
町
で
は
虫
窪
・
黒

岩
・
西
久
保
の
３
地
区
の
指

定
避
難
場
所
と
し
て
国
府
中

学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
が

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
場
敷

地
を
一
時
避
難
場
所
と
し
て

使
用
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
３
地
区
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
協
定
の
締
結
に
至
り

ま
し
た
。 
 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
防
災
対
策
担
当 

　
☎
内
線
２
４
１ 

大磯駅に 

が完成  

災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
に 

レ
イ
ク
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
場
敷
地 

　
町
で
実
施
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
、
外
部
評
価
者
に
よ
り
、
公

開
の
場
で
そ
の
事
業
の
必
要
性
や

実
施
主
体
に
つ
い
て
、
事
業
仕
分

け
を
行
い
ま
し
た
。 

　
仕
分
け
作
業
は
、
20
事
業
に
つ

い
て
、
担
当
者
か
ら
事
業
の
概
要

説
明
を
行
い
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
進
行
の
も
と
、
評
価
者
か
ら

事
業
内
容
に
対
す
る
質
疑
応
答
が

繰
り
返
さ
れ
、
多
数
決
で
要
、
不

要
等
の
評
価
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
評
価
結
果
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。 

  

・
不
要
　
５
件 

・
民
間
（
町
以
外
）
３
件 

・
町
（
た
だ
し
要
改
善
）
14
件 

・
町
（
現
行
ど
お
り
）
０
件 

（
１
事
業
を
内
容
に
よ
っ
て
３
項

目
に
分
け
た
た
め
、
結
果
は
22
件

に
な
っ
て
い
ま
す
。） 

　
た
だ
し
、
評
価
結
果
に
つ
い
て

は
、
町
の
最
終
決
断
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
町
内
部
で
継
続

や
改
善
の
検
討
を
重
ね
、
次
年
度

以
降
の
予
算
等
に
反
映
し
て
い
く

予
定
で
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
２
０ 

「事業仕分け」を 
行いました 

「事業仕分け」を 
行いました 

№ 

生活交通確保対策事業 

敬老事業 

自転車駐車場維持管理事業 

保育園給食事業 

防犯灯維持管理事業 

学校給食運営事業 

心身障害者福祉年金支給事業 

幼稚園運営事業 

障害者医療費助成事業 

国内姉妹都市交流事業 
 

 

緑化推進事業 

 

広報運営事務事業 

国府支所運営事務事業 

花いっぱい運動推進事業 

火葬料補助金交付事務事業 

町営照ヶ崎プール管理運営事業 

文化祭開催事業 

海水浴場開設事業 

美化推進事業 

一周駅伝大会運営事業 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 
 

 

11 

 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20

不
　
要 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

4 

0 

0 

4 
 

0 

5 

4 

0 

1 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0

民
　
間 

1 

0 

3 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

1 
 

0 

0 

0 

0 

0 

2 

0 

0 

2 

1 

3 

4

大
磯
町
（
要
改
善
） 

4 

5 

2 

5 

4 

5 

1 

4 

5 

0 
 

4 

1 

2 

6 

5 

4 

2 

6 

4 

5 

2 

2

大
磯
町
（
現
行
ど
お
り
） 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 
 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

1 

0

予算事業名 

生活交通確保対策事業補助金交付 

敬老事業（敬老祝商品券） 

自転車駐車場維持管理事業 

保育園給食事業 

防犯灯維持管理事業 

学校給食運営事業 

心身障害者福祉年金支給事業 

幼稚園運営事業 

障害者医療費助成事業 

旧山口村児童来磯時応対事業・ 
大磯町児童訪問事業 

緑化推進事業（緑地保全） 

緑化推進事業（苗木配布） 

緑化推進事業（生け垣補助） 

広報等配布事業 

国府支所運営事務事業 

花いっぱい運動推進事業 

火葬料補助金交付事務事業 

町営照ヶ崎プール管理運営事業 

文化祭開催事業 

海水浴場開設事業 

美化キャンペーン事業 

一周駅伝大会運営事業 

詳細事業名 

企画室 

子育て介護課 

地域協働課 

子育て介護課 

地域協働課 

学校教育課 

福祉課 

学校教育課 

福祉課 

総務課 
 

 

都市整備課 

 

企画室 

町民課 

都市整備課 

町民課 

経済観光課 

生涯学習課 

経済観光課 

環境美化センター 

生涯学習課 

担当課 

事業仕分け 
評価結果 

事業仕分け結果一覧表 

※数字は選択した評価者の数で、○囲みが多数決の結果です。 
※No.1～No.10 第１会場、評価者５名。No.11～No.20 第２会場、評価者６名。 
　評価が同数のときは、コーディネーターが判断。 

（祉）大磯恒道会 
恒道園 

黒岩公民館 

黒岩 

虫窪 
西久保 

レイクウッド 
ゴルフクラブ 
クラブハウス 

運転手控室 

駐車場 

湖畔亭 

一時避難場所 

▲駅のホームにできた 
　エスカレーター 
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木
曜
日
も
「
窓
口
業
務
時
間
を
延
長
！！
」 

高来神社駐車場 

寺坂老人憩の家 

東町二丁目公園 

大磯町役場駐車場 

八坂神社 

生沢会館 

馬場公園 

宮の上公園（東小磯防災館前） 

白岩神社 

国府新宿福祉館（北側駐車場） 

虫窪老人憩の家 

ふれあい広場（ふれあい会館前） 

なかまる公園 

石神台中央公園 

黒岩公民館 

9：30～10：30 

11：00～11：30 

13：30～15：00 

9：30～11：30 

13：30～14：15 

14：45～15：30 

9：30～11：30 

13：30～14：10 

14：40～15：30 

9：30～10：30 

11：00～11：30 

13：30～15：00 

9：30～11：30 

13：30～14：30 

15：00～15：30

 
7（月） 

 

 
8（火） 

 

 

9（水） 
 

 

10（木） 
 

 
11（金） 

狂犬病予防注射日程（4月） 

日（曜日） 

証明書等 
交付 

取　　扱　　業　　務 

時　　間 場　　所 

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
対
象

に
狂
犬
病
予
防
注
射
及
び
登
録

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
す
で
に
登
録
を
さ
れ

て
い
る
場
合
は
、
注
射
の
み
と

な
り
ま
す
。 

 

用
意
す
る
も
の 

○
愛
犬
手
帳 

○
通
知
は
が
き
（
登
録
さ
れ
て

い
る
犬
の
飼
い
主
の
み
） 

○
料
金
（
現
金
） 

・
注
射
の
み
　
　

３
，５
０
０
円 

　（
注
射
済
票
交
付
手
数
料
550

円
、
狂
犬
病
予
防
注
射
料
金

　
２
，９
５
０
円
） 

・
注
射
と
登
録
　

６
，５
０
０
円 

　（
注
射
料
金
と
登
録
手
数
料

　
３
，０
０
０
円
） 

 

注
意
事
項 

○
犬
を
し
っ
か
り
と
押
さ
え
ら

れ
る
方
が
連
れ
て
来
て
く
だ

さ
い
。 

○
受
付
開
始
直
後
は
大
変
混
み

合
い
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ

い
。 

○
小
さ
い
お
子
様
の
同
伴
は
危

険
で
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。 

○
会
場
で
注
射
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
は
、
必
ず
動
物
病
院

で
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

○
犬
の
体
調
が
悪
い
場
合
や
妊

娠
中
の
場
合
は
注
射
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
か
か
り

つ
け
の
獣
医
師
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

登
録
内
容
の
変
更 

　
飼
い
主
の
住
所
変
更
、
飼
い

主
の
変
更
、
ま
た
犬
が
死
亡
し

た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

　
な
お
、
他
の
市
町
村
へ
転
出

し
た
場
合
は
、
必
ず
登
録
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。 

    

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
72
）４
４
３
８ 

　
ふ
ん
の
始
末
は
飼
主
の
責 

任
で
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て 

必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。 

と 

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射 

登
録
登
録 

狂
犬
病
予
防
注
射

狂
犬
病
予
防
注
射 

登
録
登
録 

狂
犬
病
予
防
注
射 

登
録 

を
実
施

を
実
施 

を
実
施 

　
現
在
、
毎
週
火
曜
日
は
午
後
７
時
15
分

ま
で
窓
口
業
務
を
延
長
し
て
い
ま
す
が
、

４
月
か
ら
は
新
た
に
毎
週
木
曜
日
も
延
長

し
て
業
務
を
行
い
ま
す
。 

▼
延
長
曜
日
・
時
間 

　
毎
週
火
・
木
曜
日（
祝
日
を
除
く
）午
後

５
時
15
分
か
ら
午
後
７
時
15
分
ま
で 

▼
取
扱
窓
口 

　
役
場
本
庁
舎
１
階
　
町
民
課
・
会
計
課 

▼
取
扱
業
務
　
表
の
と
お
り 

　
な
お
、
他
の
関
係
機
関
へ
照
会
を
要
す

る
も
の
な
ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
手
続
き

が
完
了
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

不
明
な
点
は
あ
ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
今
回
の
窓
口
業
務
の
延
長
か
ら
、

今
ま
で
に
利
用
が
少
な
か
っ
た
税
務
課
・

子
育
て
介
護
課
の
延
長
業
務
は
廃
止
し
ま

す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

 

土
・
日
曜
日
の
窓
口
開
庁 

　
４
月
５
日（
土
）・
６
日（
日
）は
、
町
民

課
と
会
計
課
で
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
窓
口
開
庁
を
実
施
し
ま
す
。 

 

本
人
確
認
に
ご
協
力
を 

　
住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
の
請
求
、
ま
た
、

住
所
変
更
の
届
出
の
た
め
、
窓
口
に
来
ら

れ
た
方
に
、
運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等
に
よ
り
本
人
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
本
人
と
偽
っ
て
第
三
者
が
不

正
に
請
求
す
る
こ
と
や
虚
偽
の
届
出
を
防

止
す
る
た
め
に
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

住
民
票
な
ど
の
書
式
を
変
更 

　
４
月
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
更
新

に
伴
い
、
町
で
交
付
す
る
住
民
票
の
写
し

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
書
式
が
変
更
に

な
り
ま
す
。 

 

火
葬
料
の
助
成
額
を
引
き
上
げ 

　
４
月
１
日
か
ら
、
遺
族
の
葬
祭
費
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
火
葬
に
要
し
た
費

用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。 

（
限
度
額
９
万
５
千
円
） 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
１ 

・
会
計
課
　
☎
内
線
２
７
７ 

担当課 

町民課 

○住民票の写し、印鑑証明書 
○戸籍謄（抄）本の写し     
○土地・家屋評価証明書、所得・課税証 
　明書、納税証明書などの税務証明書     
　※税務証明については現年分のみ   

申請・届出 
など 

○住民異動届（転入、転出、転居など）、 
　印鑑登録、 
　戸籍届（受領のみの場合あり） 
○国民健康保険業務 

税金などの 
納付 

会計課 
○住民税、固定資産税、軽自動車税、 
　国民健康保険税などの納付 
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こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
は
医

療
分（
医
療
給
付
分
）と
介
護
分（
介

護
納
付
金
分
）と
を
併
せ
て
課
税
し

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
度
か
ら

新
た
に「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」を
合

算
し
て
課
税
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

　
こ
れ
は
４
月
か
ら
現
在
の
老
人
保

健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
役
世
代

か
ら
の
支
援
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。 

　
ま
た
、
大
磯
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
運
営
は
、
支
出
の
医
療
費
の
大

幅
な
増
加
に
対
し
て
、
収
入
の
保
険

税
が
追
い
つ
い
て
い
か
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
国
保
財
政
の

安
定
し
た
運
営
を
図
る
た
め
、
平
成

20
年
度
か
ら
国
保
税
を
改
定
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
（
表
１
） 

 

　
改
定
に
よ
り
、
１
人
あ
た
り
平
均

１
０
，５
５
７
円（
年
額
）、
12
・
８
％

の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。 

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

　
４
月
か
ら
の
医
療
制
度
改
正
に
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
制
度
が
一
部
変

更
さ
れ
ま
す
。
主
な
変
更
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。 

 

◎
義
務
教
育
就
学（
小
学
校
入
学
）前

ま
で
２
割
に
拡
大 

　
今
ま
で
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担

２
割
の
対
象
者
は「
３
歳
未
満
」ま
で

で
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
対
象
者
が

「
義
務
教
育
就
学（
小
学
校
入
学
）前
」

ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。 

　
　 

◎
７０
歳
以
上
７５
歳
未
満
の
１
割
負
担

の
方
が
２
割
負
担
に 

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
の
医
療

機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
が
、
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
が
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
１
年
間
は
国
の

特
例
措
置
に
よ
り
１
割
に
据
え
置
か

れ
ま
す
。（
現
役
並
み
所
得
者
に
つ

い
て
は
現
行
ど
お
り「
３
割
」の
ま
ま

で
す
。） 

 

◎
退
職
者
医
療
の
対
象
年
齢
変
更 

　
会
社
等
を
退
職
し
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
、
厚
生
年
金
等
を
受
け

ら
れ
る
75
歳
未
満
の
方
と
そ
の
被
扶

養
者
は
、
退
職
者
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
ま
す
が
、
４
月
か
ら
そ
の
対

象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ
り
ま
す
。

65
歳
に
な
る
と
一
般
の
国
民
健
康
保

険
加
入
者
と
な
り
、
被
保
険
者
証
が

切
り
替
え
に
な
り
ま
す
。
（
対
象
者

に
は
３
月
下
旬
に
保
険
証
を
お
送
り

し
ま
し
た
。） 

 

◎
６５
歳
以
上
の
方
の
保
険
税
を
年
金

か
ら
特
別
徴
収 

　
加
入
者
全
員
が
65
歳
以
上
の
国
保

世
帯
に
お
い
て
、
世
帯
主
が
国
保
被

保
険
者
で
、
か
つ
年
額
18
万
円
以
上

の
年
金
受
給
者
は
、
平
成
20
年
10
月

か
ら
年
金
よ
り
特
別
徴
収（
天
引
き
）

と
な
り
ま
す
。
　
　 

　
た
だ
し
、
介
護
保
険
料
と
国
民
健

康
保
険
税
を
合
わ
せ
た
額
が
、
年
金

額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
場
合
は
特

別
徴
収
を
行
い
ま
せ
ん
。
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課 

　
☎
内
線
２
４
７
・
２
７
４ 

　
通
常
の
口
座
振
替
の

方
は
５
月
末
か
ら
、
早

割
の
口
座
振
替
の
方
は

４
月
末
か
ら
引
落
し
金

額
が
変
わ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

学
生
の
納
付
特
例
申
請
は
４
月
か
ら 

　
学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
118
万
円

以
下
で
学
生
納
付
特
例
を
希
望
す
る

場
合
は
、
申
請
書
を
提
出
し
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
で
す
。
申
請
は
毎
年
必
要

で
す
。 

　
申
請
の
際
に
は
、
年
金
手
帳
ま
た

は
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
、

印
鑑（
本
人
が
署
名
す
る
場
合
に
は

不
要
）、
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明

書
の
写
し（
平
成
20
年
度
有
効
の
も

の
）を
用
意
し
て
役
場
ま
た
は
支
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
５ 

国
民
健
康
保
険
が
変
わ
り
ま
す 

国民年金の 
保険料が 
変わります 

国民年金の保険料は、４月から 
月額14,410円に変更になります。 

平
成
２０
年
４
月
か
ら
の 

　
　
　
　
　
　
制
度
改
正 

保
険
税
を
変
更 

表１　国民健康保険税の税率・税額表 

※限度額については、国の法律改正により変更予定 

医療費分 介護納付金分 

所得割 資産割 平等割 均等割 限度額 

後期高齢者支援金分 

所得割 均等割 限度額 所得割 均等割 限度額 

4.50 
― 
100

20.0 
― 
100

21,500 20,600 56万円 

3.50 
― 
100

20.0 
― 
100

1.20 
― 
100

18,100 20,600 47万円 

8,400 9万円 

1.20 
― 
100

8,400 9万円 
1.90 
― 
100

8,400 12万円 

平成19年度 

平成20年度 

　
４
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

今
ま
で
75
歳
以
上
の
方
が
利
用
し
て

い
た
老
人
医
療
受
給
者
証
は
不
要
に

な
り
ま
す
。 

　
老
人
医
療
受
給
証
は
、
本
人
で
破

棄
す
る
か
、
町
民
課
ま
で
持
参
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
５ 

老
人
医
療 

　
受
給
者
証
を 

　
　
　
　
　
回
収 

老
人
医
療 

　
受
給
者
証
を 

　
　
　
　
　
回
収 
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縦
覧
制
度
と
は 

 

土
地
や
家
屋
の
所
有
者
で
固
定
資

産
税
の
納
税
者
が
、
他
の
土
地
や
家

屋
の
評
価
額
等
を
縦
覧
帳
簿
に
よ
り

比
較
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

▼
縦
覧
期
間 

　
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
２
日（
月
） 

※
土
・
日
・
休
日
を
除
く
平
常
勤
務

時
間
内 

▼
縦
覧
で
き
る
方 

　
納
税
者
、
納
税
管
理
人
、
委
任
状

を
有
す
る
代
理
人 

 

閲
覧
制
度
と
は 

　
土
地
や
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
方

な
ど
が
、
課
税
内
容
や
税
額
等
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。 

▼
閲
覧
期
間 

　
通
年 

※
土
・
日
・
休
日
を
除
く
平
常
勤
務

時
間
内 

▼
閲
覧
で
き
る
方 

　
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

任
状
を
有
す
る
代
理
人
、
借
地
人
、

借
家
人
、
１
月
２
日
以
降
の
所
有

者
、
相
続
人
、
管
財
人
、
訴
え
提
起

者（
民
事
訴
訟
費
用
等
に
関
す
る
法

律
に
よ
り
、
申
立
て
を
し
よ
う
と
す

る
者
が
、
当
該
申
立
て
の
目
的
で
あ

る
固
定
資
産
の
価
格
に
よ
り
裁
判
所

へ
申
立
て
手
数
料
を
納
め
る
必
要
が

あ
る
場
合
） 

　
な
お
、
借
地
人
、
借
家
人
、
１
月

２
日
以
降
の
所
有
者
、
相
続
人
、
管

財
人
、
訴
え
提
起
者
の
方
は
、
権
利

関
係
等
を
証
明
す
る
書
面（
賃
貸
借

契
約
書
、
売
買
契
約
書
、
登
記
簿
謄

本
、
戸
籍
謄
本
、
選
任
書
、
訴
状
な

ど
）の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
縦
覧
期
間
中
は
、
所
有
者

の
方
に
課
税
台
帳
の
写
し
を
無
料
で

交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

▼
縦
覧
・
閲
覧
場
所 

　
税
務
課
窓
口 

 

　
縦
覧
・
閲
覧
を
さ
れ
る
方
は
、
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
、
納
税
通

知
書
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

※
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
、

５
月
１
日（
木
）に
発
送
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
第
１
期
納
期
限
は

６
月
２
日（
月
）と
な
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
５ 

 

　
大
磯
町
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
は
、

条
例
の
手
続
き
が
必
要
な
開
発
事
業

を
行
う
際
に
は
、
事
業
者
が
近
隣
住

民（
※
）に
開
発
構
想
の
内
容
を
周
知

す
る
事
を
規
定
し
て
い
ま
す
。 

　
開
発
構
想
の
説
明
を
受
け
て
も
内

容
が
充
分
に
理
解
で
き
な
い
場
合
は
、

第
三
者
で
あ
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら

説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 
 

▼
説
明
が
受
け
ら
れ
る
内
容 

　
構
想
届
出
書
添
付
図
書
か
ら
判
断

で
き
る
次
の
範
囲
内
に
限
り
ま
す
。 

①
構
想
届
出
書
の
内
容 

②
事
業
内
容
が
宅
地
分
譲
の
場
合

は
、
開
発
事
業
区
域
内
に
設
置
す

る
道
路
の
接
続
位
置
の
概
略
、
そ

れ
以
外
に
あ
っ
て
は
開
発
事
業
区

域
の
出
入
口
の
概
略 

③
事
業
区
域
か
ら
の
排
水
ル
ー
ト
の

概
略 

④
事
業
区
域
の
計
画
地
盤
と
隣
接
地

と
の
高
低
差
の
概
略 

⑤
工
作
物
の
概
略 

 

▼
手
続
き 

①
毎
月
派
遣
日
の
10
日
前
ま
で
に
指

定
用
紙
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

派
遣
は
、
毎
月
20
日（
当
該
日
が

大
磯
町
の
休
日
を
定
め
る
条
例

（
平
成
元
年
大
磯
町
条
例
第
10
号
）

第
１
条
に
規
定
す
る
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）に
行
い
ま
す
。 

②
町
か
ら
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま

す
の
で
、
決
定
通
知
書
に
記
載
さ

れ
た
時
間
内
に
質
問
を
行
い
、
質

問
に
対
す
る
回
答
の
報
告
書
を
作

成
し
て
町
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※
近
隣
住
民
と
は
、
開
発
事
業
区
域

か
ら
15
ｍ
以
内
に
土
地
又
は
建
築

物
を
所
有
す
る
者
、
開
発
事
業
区

域
面
積
及
び
開
発
事
業
内
容
に
よ

り
事
業
区
域
か
ら
15
ｍ
・
30
ｍ
・

100
ｍ
等
に
住
所
を
有
す
る
者
又
は

事
業
を
営
む
者
で
す
。 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
課
　
☎
内
線
２
４
２ 

固
定
資
産
の 

縦
覧
・
閲
覧
制
度 

開
発
事
業
を
説
明 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣 

　
５
人
以
上
の
仲
間
を
集
め
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
招
き
、
学
習
会

を
自
分
た
ち
で
運
営
し
ま
せ
ん
か
。 

　「
自
ら
・
共
に
・
学
ぶ
」喜
び
は
、

素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
お
友
だ
ち

と
一
緒
に
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
グ
ル
ー
プ

（
未
成
年
者
の
グ
ル
ー
プ
は
、
成

人
の
責
任
者
が
必
要
で
す
。） 

▼
受
付
　
４
月
７
日（
月
）〜
５
月
９

日（
金
） 

▼
募
集
　
サ
ロ
ン
・
ド
・
カ
ル
チ
ャ

ー
認
定
登
録
３
回
ま
で
の
グ
ル
ー

プ
（
１
年
を
１
回
と
し
、
平
成
20

年
度
が
３
回
目
ま
で
の
50
グ
ル
ー

プ
。
た
だ
し
、
申
込
多
数
の
場
合

は
公
開
抽
選
と
し
ま
す
。） 

▼
そ
の
他
　
案
内
書
、
申
込
書
は
町

教
育
委
員
会
、
生
涯
学
習
館
、
国

府
支
所
に
あ
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

サロン・ド・ 
カルチャー 

サロン・ド・ 
カルチャー 

サロン・ド・ 
カルチャー 

○○について 
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分
野 

講
座
番
号 

総合計画について 

行政改革について 

町役場の組織と仕事 

広報について 

町の財政状況について 

入札制度について 

情報公開制度と個人情報保護制度 

男女共同参画社会について 

町議会について 

監査について 

障害者のための福祉施策 

障害者自立支援法について 

国民健康保険について 

後期高齢者医療制度について 

子育て支援について 

介護保険制度について 

高齢者福祉サービスについて 

戸籍について 

町税について 

悪質商法の被害にあわないために 

交通安全教室 

防犯対策について 

選挙について 

消防署の役割について【施設・車両見学含む】 

防災講座①初期消火・煙道訓練【体験】 

防災講座②救急講習【体験】 

防災講座③普通救命研修【体験】 

防災講座④地震災害に備えて 

まちづくり条例について 

都市計画について 

住居表示制度について 

公共下水道について 

環境基本計画について 

一般廃棄物（ごみ）処理基本計画について 

ごみ対策について 

農林水産業について 

商店街の活性化と観光 

教育委員会のしくみと役割について 

幼稚園教育の意義について 

図書館の活用法【施設見学含む】 

Ａ
　
町
　
政
　
一
　
般 

Ｂ
　
福 

祉 

・ 

健 

康 

1 

1 

1 

1 

1 

0.5 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0.5 

1 

1 

1 

0.5 

1 

1 

1 

1 

0.5 

1 

1 

2 

4 

1 

1 

1 

0.5 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

2

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40

講
座
時
間 

備
　
考 

テ　ー　マ 

Ｃ
　
暮
　
ら
　
し 

Ｄ
　
都
市
基
盤
・
環
境 
Ｅ
　
産
業 

　
・
経
済 

Ｆ
　

教
育 

※備考欄に○印のある講座は、業務の都合により実施できない 

　月がありますので、事前にご確認ください。 

職
員
出
前
講
座
の
案
内

職
員
出
前
講
座
の
案
内 
職
員
出
前
講
座
の
案
内 

　
町
で
は
、
町
政
へ
の
理
解
を
よ
り

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
職
員
が
直

接
皆
さ
ん
の
所
に
伺
い
、
町
の
仕
事

や
事
業
の
内
容
な
ど
を
説
明
す
る

「
職
員
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。 

　
興
味
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
見
つ
け

た
ら
、
お
気
軽
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

▼
対
象 

　
町
内
に
在
住
、
在
勤
又
は
在
学
す

る
10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ 

▼
費
用 

　
無
料
（
材
料
費
は
参
加
者
負
担
） 

 

  

▼
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
の
間 

　（
年
末
年
始
を
除
く
） 

▼
会
場 

　
申
込
者
が
確
保
し
た
集
会
場
な
ど 

　（
個
人
の
家
で
も
可
） 

▼
申
込
み 

　
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
、
申

込
書
を
持
参
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

提
出 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
地
域
協
働
課 

　
☎
内
線
２
３
７ 

広告 

　不登校ぎみのお子さん、学習の補助が 

必要なお子さんのお手伝いをしています。 

低学年の補習、お預かり、 
学校との対応… 

お問い合わせ － Be Professional － 

親と子の塾 

 
17 ～ 
41 ～ 
61 ～ 
81 ～ 
101 ～ 
201 ～ 
1,001 ～ 

～16m3 
40m3 
60m3 
80m3 
100m3 
200m3 
1,000m3 
 2,000m3 

 2,001m3～　　　 

1,276円 
92円 
98円 
112円 
124円 
136円 
154円 
172円 
190円 

基本料金 
旧料金 使用水量 新料金 

超過料金 
1m3に　 
つき　  

1,390円 
100円 
107円 
122円 
135円 
148円 
168円 
187円 
207円 

（消費税別） 

下水道使用料料金表（一般汚水、２か月分） 

20m3 
40m3 
60m3

1,726円 
3,658円 
5,716円 

旧料金 使用水量 新料金 
1,879円 
3,979円 
6,226円 
（消費税込） 

２か月当たりの下水道使用料 

下水道使用料が変わります 
　４月１日から下水道使用料を改定しました。 
　下水道使用料は、上水道の検針水量をもとに、「下
水道使用料料金表」で計算した額に、消費税相当額を
合計した額となります。使用料は、今までと同様に、
水道料金と一括で水道電気局が上下水道料金として徴
収します。 
　一般家庭の場合、２か月分の請求となりますが、３
月31日までの使用料は旧料金が適用され、使用日数に
応じて日割り計算されます。 

◎問い合わせ　下水道課　☎内線224
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65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
日
常
生
活
の
様
子
か
ら

心
身
の
衰
え
・
生
活
の
不
活
発
さ
を
把
握
し
、
早
期
に

介
護
予
防
に
取
り
組
む
た
め
に「
お
元
気
チ
ェ
ッ
ク
25
」

を
実
施
し
ま
す
。 

お
元
気
チ
ェ
ッ
ク
２５ 

で
は
・
・ 

・
日
常
生
活
の
範
囲
が

狭
く
な
っ
て
い
な
い

か 

・
足
腰
の
衰
え
は
き
て

な
い
か 

・
栄
養
不
足
の
き
ざ
し

は
な
い
か 

・
口
の
働
き
は
大
丈
夫

か 

・
閉
じ
こ
も
り
の
傾
向

は
あ
る
か 

・
物
忘
れ
の
徴
候
は
あ

る
か 

・
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ

い
て
心
配
は
な
い
か 

等
を
お
尋
ね
し
ま
す
。 

介
護
予
防
健
診
と
は 

　
生
活
機
能
の
低
下
が
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
介
護
が

必
要
に
な
る
お
そ
れ
の
あ
る

方
に
対
し
て
、
医
学
的
な
チ

ェ
ッ
ク
か
ら
、
介
護
予
防
事

業
を
勧
め
て
よ
い
か
を
医
師

が
判
定
し
ま
す
。
自
己
負
担

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

＊
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

の
健
診
と
同
時
に
受
診
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
高
齢
介
護
班 

　
☎
内
線
３
１
５ 

　
65
歳
以
上
の
介
護
予
防
チ
ェ
ッ
ク

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ（
お
元
気
チ

ェ
ッ
ク
25
）が
４
月
中
旬
に
65
歳
以

上
の
方
全
員（
要
介
護
・
要
支
援
認

定
者
を
除
く
）に
届
き
ま
す
。 

マ
シ
ン
を
使
っ
た 

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

　
３
か
月
間
全
20
回
で
筋

力
・
バ
ラ
ン
ス
力
・
持
久
力

な
ど
を
回
復
さ
せ
ま
す
。 

食
事
と
お
口
か
ら 

健
康
教
室 

　
お
口
ケ
ア
と
栄
養
の
と
り

方
を
実
習
し
な
が
ら
学
び

日
々
の
生
活
に
取
り
入
れ
ま

す
。 

お
口
ト
レ
教
室 

　
口
の
渇
き
、
む
せ
、
飲
み

込
み
な
ど
に
集
中
し
て
実
践

的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
ま

す
。 

訪
問
指
導 

　
看
護
師
・
保
健
師
が
閉
じ

こ
も
り
、
認
知
症
予
備
軍
の

方
な
ど
に
訪
問
し
ま
す
。 

　
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

75
歳
以
上
の
方
も
特
定
健
診
に
準
じ

た
健
康
診
査
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
こ
の
健
診
は
、
内
臓
脂
肪（
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）に
着
目

し
た
健
診
で
、
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
か
か

る
手
前
で
、
対
象
者
を
見
つ
け
る
た

め
の
健
診
で
す
。 

　
す
で
に
、
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
・
心
臓
病
等
の
生
活
習
慣
病

で
医
療
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
健

診
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
か
か
り
つ
け
医
の
指
導
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
健
康
管
理
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
病
が

見
つ
か
っ
て
い
な
い
方
は
、
希
望
に

よ
り
受
診
券
を
発
行
し
、
町
内
の
契

約
医
療
機
関
で
健
康
診
査
が
受
け
ら

れ
ま
す
。 

　
４
月
中
旬
に『
お
元
気
チ
ェ
ッ
ク

25
』と
一
緒
に
健
診
の
案
内
を
送
り

ま
す
。
該
当
事
項
を
記
入
の
上
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
希

望
の
方
は
、
健
診
の
時
期
に
別
個
に

お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
健
康
づ
く
り
班 

　
☎
内
線
３
０
９ 

６５
歳
以
上
の
介
護
予
防
健
診 
成
人
健
康
管
理
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

（
3
） 

お元気な方 

７月から10月 
町内の医療機関 

血圧測定、唾液嚥下、心電図、 
血液検査（貧血、栄養状態） 
医師の判定 
 

介護予防事業 

介護予防健診 

お元気チェック25

介護予防の 
必要のある方 

７５
歳
以
上
の
健
診 

　
町
の
各
種
健
康
づ
く
り 

事
業
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　だ　　　えん　げ 
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1期  

2期  

3期  

4期  

対 象 年 齢 

生後１２か月以上２４か月未満 

5歳以上7歳未満で小学校就学前の１年間 
（いわゆる幼稚園・保育園の年長児） 
 中学１年生に相当する年齢の方 
（１３歳になる年度の１年間） 
 高校3年生に相当する年齢の方 
（１８歳になる年度の１年間） 

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す 

　
妊
娠
す
る
と
、
母
体
や
胎
児
が
健
康
を
保
ち
安
心
し
て

出
産
で
き
る
よ
う
通
常
15
回
く
ら
い
の
健
診
を
受
け
る
機

会
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
健
診
は
自
費
払
い
の
た
め
、
家
計

に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
子
育
て
世
代

の
負
担
を
減
ら
す
た
め
、
４
月
か
ら
妊
産
婦
健
診
の
公
費

負
担
が
２
回
か
ら
５
回
に
広
が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

  

怖
い
飛
び
込
み
出
産
の 実

態 

　
妊
娠
中
も
健
康
診
断
を
受

け
ず
、
ま
た
か
か
り
つ
け
の

産
婦
人
科
を
も
た
ず
に
出
産

直
前
に
救
急
車
で
駆
け
込
み

出
産
す
る「
飛
び
込
み
出
産
」

と
呼
ば
れ
る
妊
婦
さ
ん
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。 

　
神
奈
川
県
産
科
婦
人
科
医

会
に
よ
れ
ば
、
県
内
の
８
つ

の
基
幹
病
院
の
実
態
を
調
べ

た
と
こ
ろ「
飛
び
込
み
出
産
」

は
年
間
で
100
件
を
超
え
、
そ

の
背
景
に
経
済
的
な
不
安
定

さ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
妊
娠
か
ら
出
産

ま
で
の
費
用
は
平
均
で
50
万

円
前
後
と
言
わ
れ
て
お
り
、

通
院
の
交
通
費
な
ど
も
含
め

る
と
、
決
し
て
安
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

　
し
か
し
、
出
産
の
と
き
の

み
救
急
病
院
を
利
用
す
る
の

は
、
母
体
や
胎
児
に
と
っ
て

出
産
時
の
危
険
性
が
非
常
に

高
く
お
す
す
め
で
き
ま
せ

ん
。 

 

安
心
で
き
る
専
門
家
と 

と
も
に 

　
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
長

い
道
の
り
の
中
で
、
健
康
状

態
を
把
握
し
、
安
心
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
出
産
を

迎
え
る
こ
と
は
、
母
子
の
健

康
に
大
変
重
要
な
こ
と
で

す
。
ま
た
産
婦
人
科
で
は
、

妊
娠
中
だ
け
で
な
く
、
出
産

後
の
母
乳
の
悩
み
や
産
後
の

身
体
の
回
復
に
つ
い
て
も
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
つ
け
て
い

る
医
療
機
関
も
あ
り
、
妊

娠
、
出
産
と
育
児
を
ト
ー
タ

ル
に
支
援
し
て
く
れ
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。 

妊
婦
さ
ん
の
不
安
を 

減
ら
す
た
め
に 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
妊
婦

さ
ん
に
母
子
健
康
手
帳
を
お

渡
し
す
る
際
に
、
出
産
ま
で

の
流
れ
と
そ
の
費
用
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

不
安
の
軽
減
に
努
め
て
い
ま

す
。
妊
娠
中
の
不
安
な
こ
と

に
つ
い
て
も
ど
う
ぞ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
」
を
通
し
て
、
安
心

で
き
る
お
産
と
赤
ち
ゃ
ん
の

健
康
に
つ
い
て
学
べ
る
場
を

設
け
て
お
り
ま
す
。 

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

※
妊
産
婦
健
診
の
受
診
券
の

追
加
交
付
を
い
た
し
ま
す
。

大
磯
町
以
外
で
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
た
妊
婦
さ

ん
は
、
窓
口
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
豊
泉 

　
☎
内
線
３
０
８ 

  

妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
が
広
が
る 

広告 

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
Ｊ

２
リ
ー
グ
戦
「
福
祉
シ
ー

ト
」
へ
招
待
し
ま
す
。
観

戦
を
希
望
の
方
は
申
込
み

く
だ
さ
い
。（
先
着
順
） 

 
▼
試
合
日
程
　 

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
（
詳
細
は
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。） 

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
競
技
場

　
自
由
席 

▼
対
象
　 

　
18
歳
未
満
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
母
子
・
父
子

世
帯
、
18
歳
未
満
の
障
害

者
手
帳
等
を
交
付
さ
れ
て

い
る
児
童
を
養
育
し
て
い

る
世
帯
。 

▼
そ
の
他
　 

　
車
椅
子
を
使
用
の
方
は

申
込
み
の
際
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
５ 

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
西
太
平
洋
地
域

に
お
け
る
麻
し
ん
排
除
計

画
に
基
づ
い
て
、
我
が
国

で
も
麻
し
ん
対
策
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
予
防
接
種

は
４
月
１
日
よ
り
、
従
来

の
１
期
、
２
期
に
加
え
て

５
年
間
の
時
限
措
置
と
し

て
３
期
・
４
期
の
接
種
が

始
ま
り
ま
す
。 

　
対
象
の
方
に
は
個
別
に

通
知
し
ま
す
が
、
麻
し
ん

は
春
か
ら
夏
に
か
け
て
流

行
し
ま
す
の
で
、
４
月
か

ら
６
月
の
う
ち
に
接
種
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ 

福
祉
シ
ー
ト
へ
ご
招
待 

 

の 

予
防
接
種
が
変
わ
り
ま
す 

 

（
は
し
か
） 

麻
し
ん

麻
し
ん 

麻
し
ん 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
９ 

※各期とも接種回数は１回。原則として、麻しん・ 
　風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）を使用。 
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障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持
ち
の

方
で
現
在
の
住
所
と
異
な
る
場
合

に
は
各
種
の
手
続
き
が
必
要
で

す
。
（
施
設
等
に
入
所
す
る
場
合

で
も
手
続
き
が
必
要
で
す
。） 

　
障
害
者
へ
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は

障
害
の
等
級
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
ま
た
、
65
歳
以
上
等
の
方
に

つ
い
て
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

が
優
先
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
を
詳
し
く
紹
介
し
た

「
障
害
福
祉
の
し
お
り
」を
、
手
帳

の
受
渡
時
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す

が
、
ご
希
望
の
方
に
も
お
渡
し
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。 

 

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
で
、
障
害

者
手
帳
や
自
立
支
援
医
療（
精

神
通
院
）受
給
者
証
な
ど
を
お

持
ち
の
方 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

○
障
害
者
手
帳 

○
自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
）受

給
者
証
　
な
ど 

○
印
鑑 

▼
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
役
場
福
祉
課 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
73
）４
５
３
０ 

生
涯
学
習
人
材
登
録
制
度
を
開
始 

児
童
扶
養
手
当
の 

一
部
支
給
停
止
措
置
に
つ
い
て 

母
子
家
庭 

の
方
へ 

障
害
者
の
方
の 

住
所
の
再
確
認 

　
大
磯
警
察
署
管
内
に
お
け

る
平
成
19
年
中
の
犯
罪
発
生

件
数
は
574
件（
前
年
比
△
108
件
）

で
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
15
年

と
比
較
す
る
と
半
減
し
ま
し

た
。 

　
空
巣
な
ど
の
侵
入
盗
に
つ

い
て
も
前
年
比
△
47
件
・
△

40
・
９
％
と
大
幅
に
減
少
し

た
も
の
の
、
68
件
の
発
生
が

あ
り
引
き
続
き
注
意
が
必
要

で
す
。 

　
特
に
大
磯
町
で
は
、
幹
線

道
路
か
ら
入
っ
た
住
宅
街
な

ど
に
空
巣
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。 

 

空
き
巣
の
手
口 

　
戸
建
住
宅
で
は
、
掃
き
出

し
窓
等
の
ガ
ラ
ス
を
破
っ
て

侵
入
す
る
手
口
が
多
く
、
共

同
住
宅（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
）で
は
、玄
関
扉
の
錠

等
を
破
壊
す
る
な
ど
し
て
侵

入
す
る
手
口
が
目
立
っ
て
い

ま
す
。 

 

犯
人
が
嫌
が
る 

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト 

①
音
　
犯
人
は
周
囲
に
音
が

も
れ
る
こ
と
を
嫌
い
ま

す
。
扉
や
ガ
ラ
ス
等
を
破

壊
し
た
際
や
、
セ
ン
サ
ー

等
に
よ
り
大
き
な
音
が
発

生
す
る
と
侵
入
を
諦
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
歩
く

と
音
が
出
る
防
犯
砂
利
も

効
果
的
で
す
。 

②
光
・
目
　
犯
人
は
見
ら
れ

る
こ
と
を
嫌
い
ま
す
。
門

灯
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
が

明
る
か
っ
た
り
、
見
通
し

が
よ
く
、
身
を
隠
す
場
所

が
な
い
家
は
狙
わ
れ
に
く

い
で
す
。 

③
時
間
　
犯
人
は
侵
入
に
時

間
が
か
か
る
の
を
嫌
い
ま

す
。
窓
、
玄
関
ド
ア
に
補

助
錠
を
付
け
る
な
ど
、
建

物
の
防
犯
性
能
を
高
め
る

と
、
犯
行
途
中
で
諦
め
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
　 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
大
磯
警
察
署 

　
☎
（
72
）０
１
１
０ 

・
地
域
協
働
課 

　
☎
内
線
２
３
６ 

空
巣
に
注
意 

　
平
成
20
年
４
月
分
以
降
か

ら
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

開
始
か
ら
５
年
を
経
過
し
た

場
合
等
に
、
特
別
な
事
情
が

無
く
求
職
活
動
等
を
さ
れ
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
、
手
当

の
支
給
額
の
２
分
の
１
を
支

給
停
止
と
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
対
象
の
方
へ
該
当

と
な
る
時
期
に
通
知
を
送
付

し
ま
す
の
で
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
次
の

一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
に
該
当
す
る
場
合
に
は
一

部
支
給
停
止
措
置
は
行
わ
れ

ま
せ
ん
。 

 

一
部
支
給
停
止 

適
用
除
外
事
由 

１
　
就
業
し
て
い
る
。 

２
　
求
職
活
動
等
の
自
立
を

図
る
た
め
の
活
動
を
し
て

い
る
。 

３
　
身
体
上
又
は
精
神
上
の

障
害
が
あ
る
。 

４
　
負
傷
又
は
疾
病
等
に
よ

り
就
業
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
。 

５
　
あ
な
た
が
監
護
す
る
児

童
又
は
親
族
が
障
害
、
負

傷
、
疾
病
、
要
介
護
状
態

等
に
あ
り
、
あ
な
た
が
介

護
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

就
業
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課 

　
☎
内
線
３
０
５ 

　
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
、
様
々
な
知
識
や

経
験
が
あ
り
、
講
師
や
指
導
者
と
な
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
登
録
し
、
自
主
的
な
生
涯
学

習
を
行
う
方
に
登
録
講
師
を
紹
介
す
る
制
度

で
す
。 

 

講
師
登
録
を
希
望
す
る
方 

▼
自
ら
の
知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
講
師
や
指
導
者
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
熱
意

あ
る
成
人 

▼
営
利･

政
治
・
宗
教
活
動

を
目
的
と
し
た
登
録
・
利

用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

▼
免
許
や
資
格
が
な
く
て
も
、

登
録
で
き
ま
す
。 

▼
登
録
の
変
更
や
取
り
消
し

は
、
随
時
行
い
ま
す
。 

▼
登
録
し
た
内
容
は
、
今
後

本
人
の
了
解
を
得
て
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

 

自
主
的
な
生
涯
学
習
に
講
師

を
お
探
し
の
方 

　
指
導
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
登
録
講
師
名
簿
を
検
索

し
、
謝
礼
・
交
通
費
・
材
料

費
な
ど
の
費
用
及
び
開
催
日

時
・
場
所
な
ど
、
す
べ
て
直

接
登
録
者
と
交
渉
し
て
決
め

ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み 

　
生
涯
学
習
課 

　
☎
内
線
３
２
３ 

生涯学習マスコット「マナビィ」 

あ
き
ら 

ね
ら 

あ
き
ら 
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大
磯
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
次
の
要
領
で
優
良
運
転
者
の

表
彰
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
申
込
み

下
さ
い
。 

 

▼
表
彰
の
種
類
と
資
格
要
件 

・
常
に
自
動
車
を
運
転
し
、
過

去
５
年
、
10
年
、
15
年
、
20

年
の
各
期
間
、
無
事
故
・
無

違
反
の
安
全
協
会
会
員 

・
過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け

た
こ
と
の
な
い
方 

 

▼
受
付
期
間 

・
15
年
、
20
年
表
彰 

　
４
月
１
日（
火
）〜
６
月
13
日

（
金
） 

・
５
年
、
10
年
表
彰 

　
７
月
１
日（
火
）〜
９
月
12
日

（
金
） 

▼
持
ち
物
　
免
許
証
と
認
印 

▼
費
用
　
700
円
（
無
事
故
・
無

違
反
証
明
書
交
付
手
数
料
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
大
磯
地
区
交
通
安
全
協
会 

　
☎
（
73
）１
３
５
０ 

　
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）で
は
「
青
年
海
外
協

力
隊
」（
満
20
〜
39
歳
）及
び「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」（
満
40

〜
69
歳
）を
募
集
し
ま
す
。 

　
技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
開
発

途
上
国
の
人
々
と
共
に
協
力
活
動

を
展
開
し
て
い
く
海
外
で
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
す
。 

　
募
集
期
間
は
４
月
８
日（
火
）〜

５
月
23
日（
金
）で
、
募
集
に
あ
わ

せ
県
内
７
か
所
で「
体
験
談
＆
説

明
会
」を
開
催
し
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

る
か
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜（
内
）　
青
年
海

外
協
力
協
会 

　
☎
045（
663
）３
２
１
９ 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.jica.g

o.jp

　
平
成
19
年
度
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

（
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
）に
よ
っ
て
次
の

備
品
を
大
磯
町
区
長

連
絡
協
議
会
で
整
備

し
ま
し
た
。 

  

・
綿
菓
子
機
　
　
　
　
３
機 

・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
機
　
３
機 

・
電
動
か
き
氷
機
　
　
３
機 

 

　
こ
れ
ら
の
備

品
は
、
大
磯
町

区
長
連
絡
協
議

会
の
事
業
等
で

使
用
し
ま
す
。 

   

◎
問
い
合
わ
せ
　
大
磯
町
区
長
連
絡
協

議
会
事
務
局（
地
域
協
働
課
） 

　
☎
内
線
２
３
６ 

　
町
姉
妹
都
市
協
会
で
は
、

毎
年
学
校
の
夏
休
み
期
間
に

米
国
の
姉
妹
都
市
へ
高
校
生

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
次
の
と
お
り
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。 

 

▼
日
程
　
７
月
24
日（
木
）〜

８
月
７
日（
木
）（
予
定
） 

▼
派
遣
先
　
米
国
オ
ハ
イ
オ

州
デ
イ
ト
ン
市 

▼
参
加
資
格
　
町
内
在
住
の

高
校
生 

▼
募
集
人
数
　
２
名
程
度 

▼
参
加
者
負
担
金
　
10
万
円 

▼
募
集
　
４
月
１
日（
火
）か

ら
事
務
局
窓
口（
役
場
３

階
総
務
課
）及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
募
集
要
項
、
募

集
用
紙
を
配
布
し
ま
す
。

郵
送
希
望
の
方
は
、
80
円

切
手
貼
り
付
け
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
期
限 

　
４
月
25
日（
金
） 

※
郵
送
の
場
合
は
、
期
間
内

到
着
に
限
る
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
姉
妹
都

市
協
会
事
務
局（
〒
255
―

８

５
５
５
大
磯
町
総
務
課

内
）内
線
213
、
ま
た
は
中

　
会
長
宅（
61
）５
３
５
０ 
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春
の
募
集

春
の
募
集 

春
の
募
集

春
の
募
集 

春
の
募
集 

優
良
運
転
者
を
表
彰 

宝
く
じ
の
助
成
金
に
よ
っ
て 

　  

区
長
連
絡
協
議
会
の
備
品
を
整
備 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

Good 
Driver

　
小
島
キ
ヨ
さ
ん（
国
府
本
郷
）が
満
百

歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。 

　
吉
川
副
町
長
が
訪
問
し
、
ご
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、

ま
す
ま
す
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ

う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
１
４ 

百
歳
 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
!!
 

高校生の国際交流事業 

アメリカ派遣 
　　参加者を募集 
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行
っ
て
み
よ
う
！
図
書
館
へ 

          

○
あ
い
て
い
る
時
間 

▼
平
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７

時 

▼
土
・
日
・
祝
日
…
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
５
時 

＊
国
府
分
館
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
５
時 

 

○
お
や
す
み
の
日 

　
月
曜（
祝
日
と
重
な
る
と
き
は
開

館
、
火
曜
休
館
）・
第
１
木
曜
・
年

末
年
始
・
蔵
書
点
検
期
間 

＊
広
報
お
知
ら
せ
版
、
図
書
館
年
間

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
か
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

○
利
用
券
を
つ
く
る
に
は･･･ 

　
資
料
を
借
り
る
た
め
、
利
用
券
が

必
要
で
す
。
町
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
平
塚
市
・
二
宮
町
・
秦
野

市
・
伊
勢
原
市
在
住
の
方
は
、
住
所

が
確
認
で
き
る
免
許
証
・
保
険
証
・

学
生
証
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

そ
の
場
で
発
行
し
ま
す
。
０
歳
か
ら

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

         

○
借
り
ら
れ
る
数
・
期
間 

▼
本
・
雑
誌
…
10
冊
ま
で 

▼
カ
セ
ッ
ト
・
Ｃ
Ｄ
…
５
点
ま
で 

▼
期
間
…
２
週
間
。
引
き
続
き
借
り

た
い
と
き
、
本･

雑
誌
で
次
に
予

約
が
な
い
場
合
、
返
却
日
か
ら
２

週
間
延
期
し
ま
す
。
延
期
は
１
回

の
み
で
す
。 

 

○
予
約
・
リ
ク
エ
ス
ト 

　
貸
出
中
の
資
料
に
予
約
を
か
け
る

と
、
資
料
が
返
却
さ
れ
た
と
き
、
電

話
か
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
当
館
に
所
蔵
し
て
い
な
い
本
や
雑

誌
は
、
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
購
入
ま
た
は
県
内

の
他
の
図
書
館
や
国
立
国
会
図
書
館

か
ら
借
用
し
て
提
供
し
ま
す
。 

＊
資
料
の
検
索
・
貸
出
状
況
の
確
認

や
延
期
・
予
約
は
、
電
話
や
カ
ウ

ン
タ
ー
で
も
受
付
し
ま
す
が
、
館

内
の
検
索
機
や
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン

か
ら
ご
自
分
で
で
き
ま
す
。 

 

○
ま
ち
の
資
料
室 

　
辞
典
・
年
鑑
・
白
書
・
法
規
集
・

郷
土
資
料
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

専
門
の
司
書
が
調
べ
も
の
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。 

 

○
館
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

　
調
査･

研
究
に
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
一
部
サ
イ
ト
に
利
用
制
限
が
あ

り
ま
す
。
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
は
で
き

ま
せ
ん
。 
         

○
さ
ま
ざ
ま
な
催
し 

▼
お
は
な
し
と
紙
芝
居 

　
お
お
む
ね
４
歳
以
上
の
子
供
向
け

の
行
事
で
、
す
ば
な
し
・
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
な
ど
を
行

い
ま
す
。 

▼
三
歳
ま
で
の
お
は
な
し
会 

　
お
も
に
幼
稚
園
な
ど
に
通
う
前
の

子
供
と
保
護
者
向
け
で
、
絵
本
・

紙
芝
居
・
手
遊
び
な
ど
行
い
ま
す
。 

▼
映
画
会 

　
古
今
の
名
作
映
画
を
上
映
し
ま
す
。

曜
日
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ

ン
ル
の
上
映
を
行
い
ま
す
。 

▼
教
養
講
座 

　
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
知
識
と
教

養
を
深
め
ま
す
。 

▼
ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

　
個
人
や
グ
ル
ー
プ
の
作
品
や
収
集

品
を
自
主
展
示
で
き
ま
す
。 

▼
図
書
館
ま
つ
り 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
行
委
員
会
に

よ
り
、
古
本
市
や
そ
の
他
の
催
し

を
行
い
ま
す
。 

 

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加 

　
図
書
館
活
動
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
力
を

借
り
て
い
ま
す
。 

 

○
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト 

　
４
か
月
児
健
診
時
に
、
絵
本
を
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者
に
手
渡
す
活
動
で

す
。
図
書
館
の
案
内
も
行
い
ま
す
。 

 

○
宅
配
サ
ー
ビ
ス 

　
来
館
が
困
難
な
方
に
、
資
料
を
自

宅
ま
で
お
届
け
し
ま
す
。 

 

蔵
書
点
検
に
よ
る 

　
　
　
　
休
館
の
お
知
ら
せ 

 

　
４
月
１
日（
火
）〜
３
日（
木
）の
間
、

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
◎
問
い
合
わ
せ 

　
図
書
館
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

 

ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

 

＊
利
用
時
間
　
平
日
は
午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
・

祝
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
50
分 

＊
場
所
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

 

◎
大
磯
町
書
道
協
会
選
抜
書
道
展 

○
と
き
　
４
月
４
日（
金
）〜
６
日（
日
） 

○
内
容
　
会
員
に
よ
る
書
作
品 

          

◎
問
い
合
わ
せ 

　
　
伊
東
　
☎
（
61
）４
０
０
９ 

 

◎
城
山
三
期
会 

○
と
き
　
４
月
15
日（
火
）〜
25
日（
金
） 

○
内
容
　
絵
画
の
展
示 

       

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
　
内
藤
　
☎
（
61
）７
２
４
４ 
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磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 
磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
６ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 
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ひ
な 
 

き
ょ
う
え
ん 

         

　

ご
　

て
ん 

六

所

神

社

節

分

祭

 
 

（
２
月
３
日
） 

 
　
節
分
と
は

立
春
の
前
日

を
言
い
、
そ

の
年
の
厄
ば

ら
い
と
来
る

年
の
福
を
祈

り「
鬼
は
外
、
福
は
内
」と
言
っ
て
、

大
豆
を
ま
く
日
本
の
風
習
で
す
。 

　
今
年
の
節
分
は
、
朝
か
ら
雪
が
積

も
り
、
そ
の
後
雨
に
変
わ
る
あ
い
に

く
の
天
気
だ
っ
た
の
で
、
六
所
神
社

で
は
毎
年
こ
う
れ
い
の「
豆
ま
き
」は

せ
ず
、
来
た
人
に
手
渡
し
で
豆
を
渡

し
て
い
ま
し
た
。 

　
雨
だ
っ
た
の
に
た
く
さ
ん
の
人
た

ち
が
来
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
そ
の

年
の
厄
ば
ら
い
と
来
る
年
の
福
を
祈

っ
て
来
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
年
も
福
を
祈
っ
て
良
い
年
に
し

た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

  

竹

細

工

教

室

 
 

　
ミ
ニ
お
ひ
な
様
作
り （

２
月
１７
日
） 

 

　
最
初
に
受
付
で
お
ひ
な
様
を
乗
せ

る
竹
の
台
を
も
ら
い
ま
し
た
。
お
ひ

な
様
の
着
物
は
カ
ラ
フ
ル
な
ち
り
め

ん
で
、
お
だ
い
り
様
の
着
物
は
こ
ん

色
の
か
っ
こ
い
い
ち
り
め
ん
で
し
た
。 

　
参
加
し
た
人
た
ち
の
中
で
子
ど
も

は
四
、
五
人
だ
け
で
、
あ
と
は
大
人

ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
私
に
う
ま
く

作
れ
る
か
心
配
に
な
っ
た
け
れ
ど
、

ち
ゃ
ん
と
上
手
に
作
れ
ま
し
た
。
で

き
あ
が
っ
た
お
ひ
な
様
は
大
切
に
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
美
奈
） 

         

　
　
　
　
　
　
　
＊ 

　
２
月
17
日
に
郷
土
資
料
館
で
ミ
ニ

お
ひ
な
様
作
り
を
し
ま
し
た
。 

　
城
山
公
園
に
生
え
て
い
た
竹
を
台

に
し
て
、
め
ん
ぼ
う
や
厚
紙
、
ち
り

め
ん
な
ど
、
簡
単
に
手
に
入
れ
ら
れ

る
材
料
で
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
ま
ず
厚
紙
に
布
を
は
っ
た
も
の
を

大
小
２
枚
作
り
、
そ
れ
を
重
ね
て
着

物
に
し
ま
す
。
次
に
顔
と
な
る
め
ん

ぼ
う
に
黒
の
ち
り
め
ん
を
付
け
、
か

み
の
毛
に
し
ま
す
。
お
だ
い
り
様
の

か
み
は
ペ
ン
で
か
き
ま
す
。
え
ぼ
し

は
木
の
皮
に
ラ
メ
の
り
を
ぬ
っ
て
頭

に
付
け
ま
す
。
頭
と
着
物
を
組
み
合

わ
せ
、
台
に
乗
せ
れ
ば
完
成
で
す
。 

　
私
は
そ
れ
に
顔
を
か
き
こ
み
、
台

の
両
側
に
た
ち
ば
な
と
さ
く
ら
の
絵

を
か
き
ま
し
た
。
ま
た
、
家
に
か
ざ

っ
て
い
る
お
ひ
な
様
を
思
い
出
し
て
、

お
ひ
な
様
の
お
う
ぎ
の
は
し
に
あ
ま

っ
た
材
料
の
赤
い
糸
を
付
け
ま
し
た
。

こ
れ
で
私
だ
け
の
お
ひ
な
様
が
で
き

ま
し
た
。
意
外
と
時
間
が
か
か
っ
て

大
変
だ
っ
た
け
れ
ど
、
か
わ
い
く
で

き
て
良
か
っ
た
で
す
。 

　
そ
の
日
は
郷
土
資
料
館
で
『
雛
の

競
艶
』
と
し
て
お
ひ
な
様
を
展
示
し

て
い
た
の
で
そ
れ
も
見
に
い
き
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
ひ
な
様

が
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
そ

の
中
で
特
に
興
味
を
持
っ
た
の
が
、

御
殿
の
中
に
入
っ
て
い
る
お
ひ
な
様

で
す
。
お
だ
い
り
様
と
お
ひ
な
様
が

中
に
入
っ
て
い
て
、
ほ
か
の
五
人
ば

や
し
な
ど
は
外
に
な
ら
ん
で
い
ま
し

た
。
見
た
こ
と
の
な
い
お
ひ
な
様
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
ど
れ
も
き
れ
い
で

し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
あ
ず
さ
） 

        

一

年

を

振

り

返

っ

て

 
 

　
私
は
子
ど
も
記
者
に
な
っ
て
今
年

で
２
年
半
を
む
か
え
ま
す
。
２
年
半

の
中
で
、
大
磯
の
こ
と
を
た
く
さ
ん

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば

歴
史
上
の
人
物
を
通
し
て
大
磯
を
知

っ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
地

域
を
知
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
面
か

ら
大
磯
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
中
学
校
に
行
っ
て
も
大
磯
と
ふ
れ

合
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
） 

　
　
　
　
　
　
　
＊ 

　
私
は
ま
だ
１
年
も
た
っ
て
い
な
い

け
れ
ど
、
子
ど
も
記
者
に
な
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
記
事
を
書
い
て
き
て
、
大

磯
の
こ
と
を
前
よ
り
も
深
く
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
大
磯

町
と
は
た
だ
「
自
分
の
住
ん
で
い
る

町
」
だ
と
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
大
磯
町
の
自
然
が
豊
か
な

こ
と
や
歴
史
の
深
い
こ
と
な
ど
が
よ

く
わ
か
り
ま
し
た
。
大
磯
町
の
い
ろ

い
ろ
な
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
高
島
あ
ず
さ
） 

　
　
　
　
　
　
　
＊ 

　
私
は
去
年
の
４
月
ご
ろ
か
ら
子
ど

も
記
者
に
な
り
ま
し
た
。 

　
最
初
の
こ
ろ
は「
ど
こ
へ
行
け
ば

い
い
の
か
な
」「
ど
ん
な
文
を
書
け
ば

い
い
の
か
な
」と
な
や
ん
で
い
ま
し

た
が
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
い
き
ま
し

た
。 

　
子
ど
も
記
者
に
な
る
前
は
ほ
と
ん

ど
町
の
行
事
へ
参
加
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、「
こ
ん
な
行
事
も
あ
っ

た
の
だ
な
」と
び
っ
く
り
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
記
者
に
な
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
行
事
へ
参
加
で
き
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も

記
者
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
（
相
原
美
奈
） 

広告 

▲ミニおひな様作り 

▲ミニおひな様 
（高島さん作） 
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　とき　4月20日(日)　10:00～
12:00（雨天中止） 

　ところ　もみじの広場 
　参加費　300円 
　定員　30名程度(申込先着順) 
　申込み　4月12日(土)から電話で
受け付け 

　・　　県立大磯城山公園管理事務

所　☎(61)0355

▼
 ▼
 ▼
 ▼
 
▼
 

城山公園　竹細工教室 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　保健センターの和室を開放し、希

望者には計測や育児相談を行いま

す。 

　とき　4月2日（水）、18日（金）、 
　5月14日（水）　9 :30～12:00 

　ところ　保健センター 
　対象　未就園児と保護者 
　・　　子育て介護課　☎内線308

子育てひろば 
「子育てぱんだ」 

　「わかる授業」「楽しい授業」を

目標とする国府中学校の教育活動に

協力いただける方を募集します。 

　主な活動　教科学習（国語、数学、
英語、理科等）の中で、学習支援ボ

ランティアとして授業を補助する。 

　受付期間　4月7日（月）～25日
（金） 

　・　　国府中学校　☎(71)0410

国府中学校 
学習支援ボランティアを募集 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

　新緑が芽吹く竹林をライトアップ

します。筝曲演奏会も行いますので

早春の夜を堪能ください。 

　とき　4月19日(土)、20日(日) 
　18:00～20:00（雨天決行） 

　ところ　大磯城山公園不動池北
側、もみじの広場、茶室内 

　茶室をオープン　ライトアップ終
了時まで抹茶販売 

　駐車場　期間中17:00～20:30を
無料開放 

筝曲演奏会 
　とき　4月19日(土)　18:30～
19:00 

　ところ　茶室「城山庵」書院 
　演奏　りさの会大磯教室および熊
木博 

　・　　県立大磯城山公園管理事務

所　☎(61)0355

城山公園竹林の 
ライトアップ 

 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

　放課後の児童の安全・安心な居場

所づくりのため、9月から実施する

放課後子ども教室で、安全管理員や

指導員として協力いただける方を募

集します。 

　活動場所　大磯及び国府小学校 
　活動日時　週に１回、放課後から
17時まで 

　安全管理員　若干名（ケガなどを
未然に防ぐための安全管理など） 

　指導員　若干名（遊びや体験へ誘
導、教室の準備や片付けなど） 

　募集要件　子どもと一緒の活動に
熱意のある方 

　謝礼　１回あたり1,000円 
　その他　面接等により決定。 
　・　　生涯学習課　☎内線323 
 

放課後子ども教室の 
スタッフ募集 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

問 申 

問 申 

問 申 

　学力向上の推進と開かれた学校づ

くりをめざす大磯中学校の学習活動

に協力いただける方を募集します。 

　主な活動　 
・数学(理解力に応じた生徒への学
習支援) 

・家庭(被服のミシン実習の補助など) 
・支援教育(個別対応学習の補助など) 
　期間　通年または必要な期間 
　受付期間　4月7日（月）～25日
（金） 

　・　　大磯中学校　☎(61)0073

▼
 

▼
 

▼
 

大磯中学校 
学習支援ボランティアを募集 

問 

　とき　4月19日(土)　13:30～ 
　ところ　図書館本館会議室 
　演題　大磯繁栄期の別荘あれこれ 
　講師　大磯町史執筆者元大磯町教
育委員　飯田善雄さん 

　参加　自由（先着50名、資料代
実費） 

　　大磯の未来を語る会　山口宅☎
(61)2860

▼
 

▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

文化講演会 
大磯の歴史シリーズ（７） 

問 申 

問 申 

　「立つ・歩く・またぐ・上って降

りる」など日々の動作はスムーズで

すか？最近自信がなくなってきた方

におすすめの教室です。 

　とき　①第1、第3水曜（5月21
日スタート)、②第2月曜、第4

水曜（5月12日スタート)時間は

いずれも10:00～11:30 

　ところ　①世代交流センターさざ
んか荘（拠点でのバス送迎あり）

②福祉センターさざれ石（送迎な

し) 

　対象　65歳以上で、転ばないよ
うに足腰を丈夫にしたい方 

　定員　各会場15名 
　参加費　5,400円(300円×全18回
を前納） 

　・　　子育て介護課　☎内線308

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

転倒予防教室 
～転ばぬ先の身体づくり～ 

問 申 

そう 
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検診項目 検診日 受付時間 

午前 9 ：00～10：30 
 

午後 1 ：00～ 2 ：00

男性　午前 8 ：00～ 8 ：30 
女性　午前 8 ：30～11：00

自己負担金 

   800円（400円） 

1,000円（500円） 

視触診のみ 
600円 

視触診とマンモグラフィ 
1,400円（700円） 

定　　員 

※30歳～39歳の女性：視触診のみ 
（午前・午後 各20名） 

※40歳以上の女性：視触診とマンモグラフィ 
（午前・午後 各45名） 

先着100名（午前・午後 各50名） 
※20歳以上の女性対象　 

※40歳以上の女性：視触診とマンモグラフィ 
（午前・午後 各45名） 

視触診とマンモグラフィ 
1,400円（700円） 

先着100名（各日50名） 
※40歳以上の男女対象　 

乳 が ん 
5月 7 日（水） 

5月15日（木） 

5月 7 日（水） 

5月29日（木） 
5月30日（金） 

胃 が ん 

午前 8 ：00～11：00    400円（200円） 
40歳以上の男女対象 
事前に容器を送付します。 

5月29日（木） 
5月30日（金） 

大腸がん 

子宮がん 
（頚部） 

5月のがん検診（予約申込み制） 

◎申込み受付　４月９日（水）から　８：３０～１７：１５（土日・祝日を除く） 

※乳がん・子宮がん検診は午前中のみ保育あり。※乳がん検診マンモグラフィーＸ線撮影は視蝕診を補う検診です。 
40歳からは視触診と共にマンモグラフィＸ線撮影が必要です。※４０歳以上の乳がん検診は隔年検診になりました。平 
成20年度は昭和43年以前の偶数年度（和暦）生まれの方と、移行年度に限り、奇数年度の１～３月生まれの方も対象と 
なります。（　）内の金額は、75歳以上の方の自己負担金額となります。　　・　　子育て介護課　☎内線３０８・３０９ 

休日急患診療　在宅当番医 4月の日程表 
日 曜 当　　番　　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

6 

13 

20 

27 
 

29

日 

日 

日 

日 
 

火 

ひよこクリニック 

二宮中央胃腸外科 

湘南大磯クリニック 

こうの内科・循環器 
科クリニック 

国谷整形外科 

小・内・皮 

消・外・皮・泌 

内 

内・呼・消・循・心 
　 

外・整・リハ・リウマチ 

大磯町大磯1654－ 3 

二宮町中里９８９－７ 

大磯町東小磯３５－３ 

二宮町二宮８８４－１ 
　 

大磯町大磯９４９ 

6 1－ 7 9 6 3  

7 3－ 2 9 1 1  

6 1－ 3 1 0 9  

7 2－ 6 7 0 1  
　  

6 1－ 0 2 3 8

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹介する場合があります。 

まず、あなたの主治医の都合を 
聞いた上でご利用ください。 

　診療時間厳守 
　　　・午前９時～１２時 
　　　・午後２時～５時 

　大磯町消防署　☎（６１）０９１１ 
　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありますので、事前に消防署へご確認ください。 

 

　骨太体操ボランティアと一緒に体が喜ぶお話と音楽に乗せ 

た楽しい体操で、昨日より元気なあなたになりませんか。4 

月よりさざれ石会場での講習会が始まります。 

（参加費・申し込み不要　直接会場へ） 　子育て介護課　☎内線309

日　　時 ところ 

4月25日（金) 国府新宿 
福祉館　 

13:30～ 
　15:005月23日（金) 

内容：男性限定の体操講習会 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ 

高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 
高齢者のための 
とてもやさしい体操教室 

メンズエクササイズ メンズエクササイズ 
一
般
向
け 

一
般
向
け 

一
般
向
け 

内容：ゆったりとした太極拳の動きと 
　　　高齢者向けの体操 

日　　時 ところ 

4月 9 日（水) 

福祉センター 
さざれ石 

10:00～ 
　11:30

4月24日（木) 

5月14日（水) 

5月22日（木) 

問 申 

4
月
 

5
月
 

日（曜日） 時　　間 場　　所 
　1日（火） 
　7日（月） 
　8日（火） 
10日（木） 
17日（木） 
21日（月） 
22日（火） 
8日（木） 
12日（月） 
13日（火） 
15日（木） 
19日（月） 
27日（火） 

14：00～15：30 
13：30～15：00 
14：00～15：30 
13：30～15：00 
14：00～15：30 
13：30～15：00 
14：00～15：30 
13：30～15：00 
13：30～15：00 
14：00～15：30 
14：00～15：30 
13：30～15：00 
14：00～15：30

ふれあい会館 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
さざれ石（新） 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
国府支所 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 
さざれ石（新） 
国府新宿福祉館 
ふれあい会館 

体
操
講
習
会 

骨
太
骨
太 

骨
太 

問 

けい 

問 

休日当番医は町モバイルページでも確認できます。 
http://www.town.oiso.kanagawa.jp/i/



・消防車の出動情報、休日当番医情報は、こちらで
確認をしてください。通常は、防災情報(内容は

毎月変わります。)が聞けます。 

　　消防署　☎（61）0911

消防情報ダイヤル　☎（61）5151

問 

スポーツ少年団員募集 

　子どもから高齢者まで一緒にプレ

ーして交流と心身の健康増進に役立

てましょう。 

　とき　4月5日、12日、19日　
いずれも土曜日　9:00～15:00 

　ところ　岩田記念室内競技場 
　対象　どなたでも好きな時間に参
加できます。 

　参加費　無料 
　その他　競技用具は連合で用意。
毎週火曜日は高齢者対象に「いき

いきゲートボール」を開催。 

問　ゲートボール連合 

　後藤宅　☎（61）2214

　スポーツ少年団では団員を募集し

ています。詳しくはそれぞれの問い

合わせ先へ。 

ファミリーゲートボール 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

問 

問 

　とき　5月11日(日)　8 :30～ 
　ところ　大磯中学校、国府中学校、
大磯運動公園テニスコート 

　参加資格　町在住、在勤、在学の
方 

　・　　町体育協会ソフトテニス部

長　関野宅　☎(34)3092 
　(19:00以降) 

 

第34回 
町民ソフトテニス大会 

　
 

▼
 
▼
 ▼
 

問 申 

　とき　 
　①4月24日(木)　20:00～　 

　②4月27日(日)　10:00～  

　 (9 :45～開会式） 

　ところ　大磯プリンスホテルボウ
リングセンター 

　参加資格　町在住、在勤、在学の
方 

　種目　一般の部(19～49歳)、シ
ニアの部(50歳以上)、ジュニアの

部(18歳以下) 

　競技方法　3ゲームトータルピン
ハンディキャップ制 

　参加費　1,500円 
　参加賞　参加者全員に鉢植え小花
贈呈(ジュニア図書券付） 

　申込方法　申込用紙に必要事項を
記入の上、ボウリング部事務局

(〒259-0111大磯町国府本郷546

大磯プリンスホテルボウリングセ

ンター内）へ直接持参もしくは郵

送。※申込用紙はボウリングセン

ターにあります。 

　・　　町体育協会ボウリング部長 

　上原宅　☎(61)3531

第12回 
町民春季ボウリング大会 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

問 申 

　水泳生活を楽しみたい方のために

１年間有効の割引利用証を発行しま

す。 

　割引期間　平成21年3月31日ま
で（月曜日休館（祝日は除く）。7月 

　5日(土)～9月15日(月)は無効） 

　利用時間・料金 
　①火～土　 9 :00～10:30 

　②火～土　12:00～14:00 

　③休日　　10:00～17:00 

　※①②は500円（700円）、③は

750円(1,500円)　（　）内は通常

料金 

　対象　町在住、在勤、在学の中学
生以上。利用プール25m、水深

1.0～2.7m（傾斜底） 

　定員　先着30名 
　受付場所　4月6日(日)　14:00
～15:00　大磯プリンスホテルイ

ンドアプール前広場（代理申込可） 

　持参するもの　①背後無地の顔写
真2枚、4×3cm、②登録費

1,500円 

　・　　町水泳協会会長　戸塚宅　

☎(61)2399

大磯プリンスホテル 
インドアプールの割引利用 

　
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

団名 活動日時 活動場所 対象者 申込み・問い合わせ 

剣　道 
月・金曜日 
１８：３０～２０：００ 

武道館 5歳以上 
大塚　哲史 
☎（61）0533

柔　道 
火・木・土曜日 
１９：００～２０：３０ 

武道館 
幼稚園 
年中組以上 

久保田　秀樹 
☎（61）8649

空手道 
水・土曜日 
１９：００～２０：３０ 

武道館 
幼稚園 
年長組以上 

仲川　鴻平 
☎（72）0501

サッカー 
毎土曜日 ９：００～１２：００ 
毎日曜日 ９：００～１２：００ 

大磯小 
グラウンド 

小学1年生 
～6年生 

加藤　元治 
☎（61）3643

ミニ 
バスケット 
ボール 

火曜日１８：００～１９：３０ 
金曜日（月１回） 
１９：００～２０：３０ 
日曜日　９：００～１２：００ 

大磯小体育館 
または 
国府小体育館 

小学1年生 
以上 

藤田　裕和 
☎（61）4721

　　生涯学習課　☎内線324

　皆さんに利用いただいてきま

した生沢プールは、老朽化や軟

弱地盤による沈下などによる大

規模改修の必要性、また、上空

の高圧線による安全性の課題な

どから、平成20年度から休止

といたします。 

　新たなプールの整備について

は、今後検討していきます。 
 

　　生涯学習課　☎内線324問 

20
火事と救急 
2月の出動状況 

消防車…027件（火災出動1、救助出動1、その他出動25） 
救急車…112件（急病75、交通事故13、一般負傷11、その他13） 広報おおいそ　平成20年4月 

生沢プール 生沢プール 生沢プール 町
立 

休止  休止  
は 



21
気象情報 

2月 

最高気温　14.2度　　最低気温　－1.9度　　平均気温　5.4度 
総雨量　45.0mm

教育委員会定例会 

　4月16日(水)　9時30分～ 

　本庁舎4階　会議室 

　　学校教育課　☎内線322 
農業委員会総会 

　4月25日(金)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

１０日（木） 
１３時～１６時 

１７日（木） 
１３時～１６時 

問 

問 

○ ゆずります 

Ａ型ベビーカー、うさぎ用キャリーバック、

犬用サークル、うさぎ用ゲージ、自転車12

インチ（子供用）、石油ファンヒーター 

○ ゆずってください 

エアロバイク、乗馬マシン、筋力増

強器具、ベビーカー（Ａ・Ｂ問わず）、

ハイ＆ローラック又はチェア 

　不用品の登録や斡旋の受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます） 
○不用品登録状況はホームページ
　でもご覧いただけます。 
○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引 
　が成立している場合もあります
　のでご了承ください。 
　　　地域協働課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

相　談　名 相 談 内 容 等  と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

行 政 相 談  
国の行政や特殊法人に対する要望や苦
情 

法 律 相 談  
（予約制） 

相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・
債務等、日常生活の中の法律的な問題 

消費生活相談 
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等 

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

電話教育相談 

児童虐待相談 

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

児童虐待に関する相談 

１０日（木）１７日（木） 
１３時～１６時 

毎週月曜日～金曜日 
８時３０分～１７時１５分 
（ただし、祝日は除きます。） 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て介護課内）　☎（６１）６２１０ 

１５日（火）１３時～１６時 
毎週月曜日～金曜日 
９時～正午/１３時～１６時３０分
（ただし、祝日は除きます。） 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は毎
月１日からです。　
（１日が土・日・祝日
の場合は、翌日また
は翌々日） 

福祉センター「さざれ石」 社会福祉協議会☎（６１）９３９０ 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 

地域協働課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［4月］ 

平塚市消費生活センター 
　☎（２１）７５３０ 
※無料の駐車場はありません。 

かながわ休日夜間 
　　　　消費生活電話相談 
　☎０４５（３１４）５５８６ 
※電話相談のみとなります。 

 ９ 時３０分～１６時 
（ただし、祝日、は除きま 
　す） 

月
〜
金 

土 

日 

水 

▼
 

広報おおいそ　平成20年4月 

（
評
）部
活
で
し
ょ
う
か
、
休
み
時
間

の
こ
と
で
し
ょ
う
か
、
と
も
あ
れ

若
々
し
い
肉
体
が
躍
動
す
る
爽
快
感

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
「
骨
折
の
ギ

ブ
ス
」
と
簡
潔
に
、
具
体
的
に
自
分

の
状
態
を
表
し
た
と
こ
ろ
は
見
事
で

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
下
句
が
生
き
ま

し
た
。 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
経
済
観
光
課
　
☎
内
線
２
６
４ 

　
西
行
祭
献
詠
短
歌
　
小
・
中
学
生
の
部 

　
　
　
　
　
小
島
　
直
樹 

131131

骨
折
の 

　
ギ
ブ
ス
が
取
れ
て 

　
　
　
　
　
グ
ラ
ン
ド
へ 

　
一
目
散
に 

　
　
　
駆
け
出
し
て
ゆ
く 　

 

　
４
月
18
日（
金
）か
ら
20
日（
日
）

に
か
け
て
、
高
来
神
社
春
祭
り

（
高
麗
寺
祭
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

　
こ
の
祭
に
は
、
特
殊
な
儀
礼
と

し
て
、
高
来
神
社
か
ら
高
麗
山
の

社
ま
で
神
輿
を
引
き
上
げ
て
い
く

山
神
輿
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

19
日
か
ら
は
高
来
神
社
周
辺
で
植

木
市
が
開
か
れ
、
色
鮮
や
か
な
花

や
木
で
通
り
が
埋
め
ら
れ
ま
す
。 

 
※
駐
車
場
が
な
い
の
で
、
車
で
の

来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
町
観
光
協
会 

　
☎
（
61
）３
３
０
０ 

・
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
９ 
 

       

▼
と
き
　
４
月
18
日（
金
）午

後
６
時
こ
ろ
〜 

▼
と
こ
ろ
　
高
来
神
社
境
内

〜
高
麗
山
山
頂 
       

▼
と
き
　
４
月
19
日（
土
）、

20
日（
日
）午
前
９
時
こ
ろ

〜
午
後
９
時
こ
ろ 

▼
と
こ
ろ
　
高
来
神
社
周
辺 

こ
う 

じ 

ら
い 

ま
ち 

 

た
か
　

く 

み
　

こ
し 

み
　

こ
し 

そ
う 

高麗の山神輿 植 木 市 

１６時～１９時 

１０時～１６時 

今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 



カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ 

　パパの生
まれ育った
大磯に引越
してきまし
た。 
　いっぱい
お友達がで
きるといい
な。 
 

※このコーナーに登場してくれるお子さんを

募集しています。 

◎問い合わせ　企画室　☎内線207

浅野　巧聖くん　平成16年10月23日生 
　　　　　　こうせい 

太一さん、理絵さんの長男 

▲▲▲▲▲ 
切り取って 
カレンダー 
に貼ってく 
ださい。 

人口 32,808（＋20）　男 16,007（＋5）　女 16,801（＋15） 
世帯 12,203（＋28）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
１２月１日現在 広報おおいそ　平成20年4月 22

広報カメラマン 

木原さん撮影 

広
報
お
お
い
そ
　
2
0
0
8
年
4
月
号
 
大
磯
町
発
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企
画
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編
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〒
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5
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5
5
5
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県
中
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大
磯
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地
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0
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X
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-6
1
-1
9
9
1
　
http://w

w
w
.tow

n.oiso.kanag
aw
a.jp/

大磯をスタート、フィニッシュに、2,000人の 
ボランティアと沿道の大声援に支えられ、湘南 
海岸沿いのコースを12,000人が快走しました 

10kmコースの 
スタート 
 
スターターは 
萩本欽一さん 

広報カメラマン 

杉崎さん撮影 

30kmコースの 
2km付近 
 
先頭は 
ワイナイナ選手 

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

左が30kmコースの 
往路 
右が10kmコースの 
復路のランナー 

広報カメラマン 

奥野さん撮影 

続々と選手が 
フィニッシュ 

西湘バイパスを埋めたランナーの帯 

広報カメラマン 

杉崎さん撮影 

30kmを完走した 
東国原宮崎県知事 

　毎回、好評いただいている
朝市の年内開催予定日をお知
らせします。 
　水揚げされたばかりの新鮮
な魚介類を安価で販売します
ので、ぜひ一度味わってくだ
さい。 
 
　開催予定日（各日曜日） 
　４月20日、５月18日、 
　６月15日、７月６日、 
　９月21日、10月19日 
※販売開始は午前８時30分～ 
（整理券配布は午前７時～） 
 
　ところ　大磯町漁業協同組合 

※漁の都合により、販売開始
時間が前後したり、販売中
止になる場合がありますの
で、ご了承ください。 
　漁業協同組合では四季ごと
の相模湾で獲れる魚などをホ
ームページで紹介しています。 
http://www.oisogyokyo.or.jp/ 
 
◎問い合わせ 
・大磯町漁業協同組合 
　☎（61）0940 
・町経済観光課　☎内線262

▼
 

▼
 

●2008湘南国際マラソン　（3月16日） 

町の人口と世帯 
3月1日現在 

4月２０日 

5月１８日 

6月１５日 

7月6日 

9月２１日 

１０月１９日 


